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バッドエンドを迎えた悪役令嬢ですが、近隣国の王太子に死ぬほど甘やかされています
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１　悪役令嬢からの卒業












　夜空に浮かぶ無数の星の下、ラグニカ王国では、これからこの国を支えていく若者たちを激励するためのパーティーが執り行われている。

　今日は上流階級の令息や令嬢が通う、ラグニカ王立学園の卒業式の日だ。午前中に式を終えると、卒業生たちは最後の思い出として、王家主催の夜会へ参加する――これが、毎年恒例の行事である。

　開催場所である王宮の大広間は、夜空で輝く星々に負けないほど煌びやかで、誰もが笑顔に溢れていた。……ただひとり、ベルジュ公爵家の令嬢、ロズリーヌを除いて。

（はぁ……ついにこの日がきたのね……）

　藍色の上品なマーメイドドレスに、普段は下ろしているウェーブがかった薄紫のロングヘアーをアップヘアに纏まとめ、片手にグラスを持って佇んでいる。

　いつもはこういうパーティーで目立った行動を取るロズリーヌが、最後の夜会でずいぶん大人しいのを不思議がってか、周囲はさっきから彼女の様子をちらちらと窺うかがっていた。

　だが、当の本人はそんな視線には一切気づきもせず、ただただ目を伏せて悩ましい表情をしている。

　それもそのはず、いつも夜会の際にエスコートしてくれるはずの婚約者、アランがいつまで経っても姿を見せないのだ。

　アランはこのラグニカ王国の第二王子で、令嬢たちからも人気が高い。そんな彼の婚約者になれたのは、ベルジュ公爵家が王家に連なる名家だったから。つまり、ふたりは政略結婚を前提として、婚約関係にあった。

　ロズリーヌは当初、アランに好意を持っていたが、アランは違った。ロズリーヌのように隙のない女性は、アランのタイプではなかったのだろう。

　しかし、国王陛下と王妃である両親が決めたということもあって、アランはきちんとロズリーヌのことを婚約者扱いはしていた。……学園に入学するまでは、たしかにそうだった。






　しばらく経ったころ、会場へアランが現れた。隣には、同じく卒業生である伯爵令嬢、ジャネットの姿があった。

　いつもロズリーヌがいたポジションに別の令嬢がいることに、大広間中がざわつき始める。

　しかし、いちばん取り乱していいはずのロズリーヌはやけに冷静だ。自分に近づいてくるふたりを真顔で見つめながら、ロズリーヌはひそやかに思う。

（やっぱりこうなった）

　ロズリーヌは、ずいぶん前からこうなることをわかっていた。これからなにが起きて、なにを告げられるかも。

　なぜならここは前世で読んだ小説の世界で、自分はその小説で〝悪役令嬢〟として登場するキャラクターということまで把握していたからだ。

　ロズリーヌは学園へ入学する日、門をくぐった瞬間前世の記憶を思い出した。

　前世の自分は日本で過労死したただのＯＬ。いろんな小説を読むのが趣味で、特に異世界令嬢ものがお気に入りだった。

　小説『my only prince』通称〝まいぷり〟は、貴族が通う学園を舞台としたラブファンタジー小説で、ヒロインのジャネットが第二王子のアランとさまざまな困難を乗り越えて結ばれるまでの恋愛模様を描いている。

　そこでふたりの恋路を邪魔し、読者からのヘイトを買って、物語を盛り上げるためだけに存在していたのが、悪役令嬢ロズリーヌなのである。

　ロズリーヌはアランの婚約者という立場を利用してジャネットに数々の嫌がらせをし、アランから必死に遠ざけようとする。だが逆に彼女のそんな行為はアランを失望させ、すっかり愛想を尽かされてしまうのだ。結果、ロズリーヌは悪行を重ねた罰として国外追放を言い渡されバッドエンド――。

　最初こそ、ロズリーヌはそんな運命ストーリーに抗うため奮闘しようと思った。ジャネットを応援するスタンスに変え、悪役にならないようにすればいいのだと。

　しかしこの世界にはシナリオ強制力があるようで、どうあがいても、ロズリーヌは強制的に悪役を演じ続けなくてはならなかった。彼女が直接手を下さずとも、取り巻きたちが本来ロズリーヌがやるべきだったいじめを実行し、それらはすべて、ロズリーヌが主犯となるようになっていた。

（そんな辛い日々が……やっと終わる！）

　ロズリーヌの瞳にぐっと力が入る。さっきまで悩ましげに見えていた表情は、実は悪役をやり切った日々を噛みしめていただけ。アランが迎えに来ないことなどどうでもよかった。

　もう学園イチの悪女として、周囲から恐れられなくてもいい。性悪女だと、煙たがられることもない。婚約者に冷たくされて、落ち込むふりもしなくていい。

（さあアラン様、早くあのセリフを仰ってください！）

　ドキドキして、ロズリーヌはその瞬間を待ち構える。

　アランはロズリーヌの前に立ちはだかると、見せつけるように華奢なジャネットの肩をぐっと引き寄せた。ジャネットは戸惑いを見せながらも口角は我慢できず上がっており、優越感に浸っているのがロズリーヌにははっきりとわかった。

「ロズリーヌ。お前は在学中、ジャネットに目に余るような悪行を繰り返していたな」

　実際、ロズリーヌは一度も自らが手を下したことはない。

　だがジャネットが、令嬢たちの前で転ばされて笑いものにされたり、授業で必須の教材を隠されたり、間違ったドレスコードを教えられて恥をかかされたのは事実だ。……小説では階段から突き落としたりなんかもしていたが、必死に抗ったことで回避できたなぁと、ロズリーヌは辛い悪役の日々を振り返る。

「いくら王家のためとはいえど、お前のような極悪非道な女とこれ以上婚約関係にはいられない。……それに僕は真実の愛を見つけたんだ」

　ジャネットを見てふっと笑い、ジャネットもまたそんなアランに頬を赤らめている。みんなの前ではっきりと気持ちを表明したアランに対し、黙ってこの状況を見ていた令嬢たちから黄色い悲鳴が上がった。

「よって、アラン・アングラードは、ロズリーヌ・ベルジュに婚約破棄を言い渡す！　並びに、ひとりの令嬢を執拗にいじめ続けた罰として、お前を国外追放に処す！」

　ビシィッという擬音が実際に聞こえてきそうなほどの勢いで、アランはロズリーヌを指さしてそう言い放った。

　誰もがロズリーヌに注目し、彼女が泣いて乞う姿を待っていただろう。だが、ロズリーヌはすっきりした顔を見せ、にっこりと満面の笑みを浮かべてこう言った。

「かしこまりましたわ！」

　まるで待ち望んでいたかのような物言いと表情に、アラン含め、その場にいる誰もがぎょっとする。

「では、私はこれにて失礼いたします」

「お、おい！　ロズリーヌ！」

　ヒールの音を軽快に響かせてふたりの横を素通りすると、アランが焦った顔でロズリーヌの名前を呼ぶ。しかし、彼女が振り向くことはない。

「……ロズリーヌ嬢」

　ロズリーヌはそのまま大広間を出ようとしたが、出口付近でひとりの男性に話しかけられた。

「……リオン？」

　彼は同じく今日一緒に学園を卒業したクラスメイトだ。だが、目立たない引っ込み思案の生徒だったため、ほとんど話した覚えはない。






（いまさらになって気づいたけど、リオンって小説の中でモブキャラとして登場してたわよね……。といっても、挿絵の背景に物凄く小さく描かれていただけで、セリフもなく名前だけ登場したくらいだったけど……）

　最後の最後で、物語に特に影響のないどうでもいい記憶を思い出す。

「なにか用かしら？」

　彼から話しかけてくるのは、初めてのことだった。そしてロズリーヌにとっても、悪役から解放されて初めて話す相手である。

「これ。よかったら」

　そう言って、リオンは急にハンカチを差し出してきた。意味がわからず、ロズリーヌは目をぱちくりとさせる。

「……泣いてるかなと思って」

　渡した意図が理解できていないことを察してか、リオンが補足するように言った。

（私が婚約破棄されたから、泣いていると思った……ってこと？）

　あれだけ悪女の噂が広まっていたら、大半の同級生はロズリーヌを「ざまぁみろ」と思っているはずだ。だからこそ、リオンの取った行動には驚かされた。

「ありがとう。でも、お気になさらず。私はもう――ちっとも悲しくないわ！」

　ロズリーヌはハンカチを受け取らない代わりに、リオンに満面の笑みを返すと、そのまま王宮から出て行った。

　冷たい風を浴びながら、ロズリーヌは待ち望んだ婚約破棄と国外追放を言い渡され、解放感でいっぱいだった。

（バッドエンドを迎えた後のロズリーヌわたしの未来はどこにも描かれていない。つまり、私はやっとシナリオに縛られず、自分の人生を生きられる……）

　すっかり周囲に〝悪女〟と〝アラン王子に婚約破棄された哀れな女〟というイメージがついてしまったラグニカにいるよりも、他国へ行けるほうがずっといい。

　彼女の悪役令嬢としての日々は、こうしてやっと幕が下りた。ここからは、第二の人生の始まりだ。

















２　彼の正体












「ロズリーヌ！　いったいどういうことなの!?」

　大盛り上がり中の夜会を抜け出し、屋敷へ戻ったロズリーヌを待っていたのは、慌てふためく母親だった。わざわざ玄関まで駆けつけて、大きな声でロズリーヌを問い詰める。

（……アラン様、既に婚約破棄の通達をうちに送っていたのね）

　アランの用意周到さに感心しながら、ロズリーヌは隣で騒いでいる母親をよそに居間へ向かった。そこには二通の手紙がテーブルに置かれており、目の前の椅子には険しい顔を浮かべた父親が座っている。

（婚約破棄された挙句国外追放だなんて、これはもう勘当コースまっしぐらかしら）

　厳格な父と世間体にこだわる母に育てられたロズリーヌは、幼い頃から褒められた記憶がほとんどない。唯一覚えているのは、アランとの婚約が正式に決まったときだけ。その唯一のものを、今夜失ってしまった。

　加えて間違いなくロズリーヌの在学中の行いは、ベルジェ公爵家の名に傷をつけてしまった。仕方のないことだったとしても、そんな主張がまかり通らないことはわかっている。

「ロズリーヌ……お前はいつの間に……」

　父親が発した声は僅わずかに震えている。必死に怒りを抑えようとしているのだろうか。怒鳴られることを覚悟して、ロズリーヌは無意識にぎゅっと拳を握った。

「いつの間にアースベルの王太子と親交を深めていたんだ！」

「……はい？」

　たしかに大声ではあったが、そこに怒りは込められていない。むしろ、喜んで声が弾んでいるといったほうが正しい。

（アースベルの王太子？　なんのこと？）

　加えて、まったく予想外なことを言われて、ロズリーヌは首を傾げた。

「今日、夜会が始まる頃に二通の手紙が届いたの！　一通はアングラード家から婚約破棄の通達。そしてもう一通は――アースベル国のリオネル王太子からのものだったの」

　母親もまた、父と同じく声を弾ませていた。アングラード家から婚約破棄されたことなど、お構いなしといった様子だ。てっきりもう一通は国外追放を告げる処分の通達かと思っていたロズリーヌは、リオネル王太子という身に覚えのない相手からの手紙に更に困惑する。

「その……リオネル王太子からはなんと？」

「なにをとぼけているんだ。裏で親交があったのだろう？　そうでないと、こんな手紙を送ってくるなんてありえないからな」

　ロズリーヌがわざととぼけていると思ったのか、父親ははっはっはと大口を開けて笑った。こんなにご機嫌な理由は、手紙の内容にあるのだとロズリーヌは察する。しかも、アラン王子との婚約破棄を帳消しにするくらいのいい知らせなのだと。だが、なんの心当たりもない。なんせ、本当に一度も会ったことのない相手だからだ。

「リオネル王太子が、ロズリーヌを婚約者として王宮に迎え入れたい、って言っているのよ！」

　そう言って、母親が後ろからロズリーヌの両肩をぽんっと優しく掴んだ。ロズリーヌは母親の言葉を理解するまで数秒かかったが、理解した途端思い切り目を見開いた。

「わ、私がアースベルに嫁ぐということですか!?」

　アースベルはラグニカの近隣国にあたり、ラグニカより国土も大きく、あらゆるものが発展している。そんな国の王太子が、なぜわざわざ自国より小国のラグニカの公爵令嬢を婚約者にしたいのか、ロズリーヌには理解不能だった。

（大体、リオネル王太子に会ったことなど一度もないのに、どうして私を？）

　いつどこでなにがあって、向こうは自分のことを知ったのか。どれだけ記憶を辿っても、思い当る節がない。

「そうよ。こんないい話、断る理由なんてないんだから。アラン王子との婚約破棄は、あなたがうまく誘導させたんでしょう？」

「さすが我が娘！　計算高い！」

　アラン王子より地位の高い王太子から婚約を申し込まれたことで、両親は完全に調子に乗っていた。勘当どころか、誇りに思われている始末だ。まさに人生で二度目の、記憶に残る両親からの誉め言葉だろう。

（なにが起きているかわからないけど……あてもなく国外追放されるより、行くあてがあるほうが絶対いいわよね……。どうせラグニカから出ることは確定しているのだし）

　ロズリーヌは頭を回転させ、とりあえず両親の話に合わせることにした。

「ふふ。これもお父様とお母様が、私にいろいろとご指導してくださったおかげですわ。私、リオネル王太子のところへ行ってまいります」

　両手を顔の横で合わせ、ロズリーヌは笑顔でそう言った。そのままロズリーヌの婚約を祝う宴が始まり、屋敷の灯りは一晩中消えることはなかった。






　夜会から三日後、ロズリーヌは早速アースベルへ向かうこととなった。両親と使用人たちに見送られ、迎えの馬車にひとり乗り込む。

　この三日間で、彼女がリオネル王太子から婚約を申し込まれたという話はあっという間に王都に広まっていた。アラン王子に振られたと言われていたロズリーヌだったが、みんな両親と同じような考えをしたようで、実は振られたのはアラン王子のほうなのでは？　などという噂まで飛び交う始末だ。

　さらに、ロズリーヌがアースベルへ向かうことが正式に決まったと同時に、ロズリーヌへ科せられていた国外追放の処分が国王陛下により取り下げられた。きっとアースベルとの外交の際、王太子妃になりうるロズリーヌを国外追放にしていたら都合が悪くなるとラグニカは思ったのだろう。結局、アランとジャネットの望んだような結果にはならなかった。

（散々いじめておいて、やっと私を地に落とせると思った矢先にこれじゃあ、ジャネットも悔しいわよね）

　でも、実際にロズリーヌはジャネットをいじめたことなどなかった。ジャネット本人もそれをわかっていながら、ロズリーヌが主犯だとアランに告げていたのは、少なからずジャネット自身もロズリーヌを邪魔だと感じていたのだろう。

　それにロズリーヌは守ってくれる人もおらず、ただただ悪女と呼ばれ続け、彼女もまた、ジャネットとは違うべつの辛さを抱えていたのも事実だった。

（この世界の神様は、それに気づいて私が幸せになる道を残してくれたのかしら……それとも、アースベルで国外追放よりひどい地獄を見る羽目になったりして）

　そう思うと、全身がぶるりと震える。

（安易な気持ちでアースベル行きを決意したけど、リオネル様がとんでもない悪党だったり、加虐癖のある変態だったらどうしよう……!?）

　見た目も知りたいが、どちらかというと中身のほうが気になった。

　アースベルに行ってしまえば、簡単に帰ることはできない。ネガティブなことを考えれば考えるほど、ロズリーヌの中のリオネル像がひどいものになっていく。ロズリーヌは出来上がったリオネル像をかき消すように、ぶんぶんと左右に首を振った。

（とにかく、向こうもなにか意図があって私を呼んだはず。まずはそれを聞かないと）

　どこで自分を知ったのか。なぜ婚約者に指名したのか――。最低でもこのふたつの理由を知るまでは、アースベルに行くことが正解だったかはわからない。

　途中休憩を挟みながら、馬車に揺られて丸二日が経った。馬車は広く椅子の部分も柔らかいため、長旅に向いているが、そろそろ身体が痛くなってくる。山道は地面がでこぼこしており、ひどい揺れに気分が悪くなることもしばしばあった。

「ロズリーヌ様、アースベル国に到着しました。王宮まであと少し時間がかかりますので、よければ窓から外の景色を眺めてはいかがですか？」

　御者に声をかけられ、ロズリーヌは昨晩から閉めきっていたカーテンに手をかけた。カーテンを開けると眩しい光が差し込み、アースベルの景色が光と共に目に飛び込んでくる。

（わぁ……！　綺麗……！）

　カラフルな石畳の地面に、白を基調とした建物が並んでいる。いろんな場所に花が咲いており、町を行きかう人々の格好もみんなおしゃれだ。なんだか田舎から大都会に移住したような、そんな気分になる。

　そして町の坂道を上った先に、大きな王宮が見えた。

（ラグニカの王宮も立派だと思っていたけど……ここはもっとすごそう）

　見ただけでラグニカより大きく、広い敷地だということがわかった。王宮との距離が次第に縮んでいき、目の前に迫ったところでロズリーヌは完全に圧倒される。

「お疲れ様でした。ロズリーヌ様。広間でリオネル王太子がお待ちです」

　青と金と白を基調とされた王宮は、どんと構えてロズリーヌのことを迎え入れた。恐る恐る足を一歩ずつ進めて、ロズリーヌは王宮の広間へとたどり着く。すると、ひとりの背の高い男性が、こちらに背を向けて立っていた。

「リオネル様、ロズリーヌ様がお見えになりました」

　門前から同行してくれた王宮の使用人は、その背中に向かって声をかけると、そのままロズリーヌを残してさっさとどこかへ行ってしまった。

（え？　私、どうしたらいいの？　……あの方がリオネル様ってことよね？）

　立っているのがリオネルだと思うと、一気に緊張が増す。だが、あまりに突然放置されたことにより、ロズリーヌの緊張の糸がふっと切れてしまった……その時。リオネルと呼ばれていた男性がこちらを振り返る。その光景は、ロズリーヌには物凄くスローモーションに映った。

「待ってたよ。ロズリーヌ」

　茶色の瞳を細め、見たことのない美青年が微笑んだ。白金のサラサラした髪に、すっと通った鼻筋。唇は薄くピンクがかっており、顔は小さく首は長く、スタイルも完璧だ。

「……あなたが、リオネル様？」

　想像よりあまりにもかっこよすぎて、ロズリーヌはうろたえる。アランもじゅうぶんかっこよかったが、リオネルはさらに美しく、纏っているオーラも比べ物にならない。

　リオネルはロズリーヌの言葉に頷くと、残念そうに苦笑いを浮かべる。
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「その様子だと、俺が誰かわかっていないようだな」

「……え？　私たち、今日が初対面じゃあ」

　向こうはロズリーヌを知っているような口ぶりだ。

「いいや？　約二年間、君と俺は同じ場所で学んでいた」

　察してもらうように、にやりと笑ってリオネルは言う。

「同じ場所で二年間って……まさか、ラグニカ王立学園に？　いやでも、リオネル様が留学していたなら、もっと話題に……」

　言いながら、ロズリーヌはあたふたとする。リオネルほどの美貌と地位がある生徒がいたならば、有名になっていないはずがないからだ。ロズリーヌ自身、学園でリオネルの姿を見たことは勿論、聞いたことも一度もない。

「リオン・ガルシア。これが、俺が学園にいた時の名前」

「リオンって……えぇっ!?」

　この間、あの夜会で、ハンカチを渡してくれた変わった同級生が、自らをリオネルだと名乗っている。

（リオンはいつも教室の端の席でむずかしそうな本を読んでいて、誰かと会話をしている姿は見たことがない。大きな眼鏡をかけて、サイズが明らかに合っていないダボっとした制服を着ていたような……いい意味で、目立たない生徒だったわ）

　ロズリーヌの思う〝いい意味〟は、なんとかリオンを褒めようとしてつけたクッション言葉といってもいいだろう。

（そんなリオンがアースベルの王太子リオネル様って――どんな裏設定なのよ！）

　彼がモブキャラだったことも、夜会で話しかけられた時に思い出したばかりだ。

　地味で目立たないリオンと違い、リオネルはキラキラとしていて、とても華やかに見える。しかし同一人物といわれたら、よく見ると背格好は同じだし、顔のパーツもそこそこ似ている気がしてきた。

「はは。驚いてるね。まぁ、無理もないけど」

　ひとり百面相をしているロズリーヌを見て、リオネルは小さな笑いを漏らす。

「本当に、リオネル様はあのリオンなんですか……？」

　まだうっすらと残る疑念をリオネルにぶつけると、リオネルはにこりと微笑んで口を開いた。

「ああ。そうだよ。ていうかロズリーヌに敬語で話されるの変な感じがするな。前みたいにもっと砕けた話し方でいいのに」

　ロズリーヌからすると、こんなふうに親しみやすい話し方をするリオネルのほうに違和感がある。呼び捨てで呼ばれるのも今日が初めてのことなのに、リオネルは慣れ親しんだ呼び名のように名前を呼んでくる。

「それはできません。リオネル様は王太子殿下なのですから……。それより、なぜラグニカの学園に……？」

「近隣国がどういう教育をしているのか体験してみたくて、ラグニカには身分を隠し、変装して入学していたんだ」

　たしかにラグニカは積極的に留学生を受け入れている。お忍びで通うには、入学条件も貴族であれば厳しくないためうってつけだったかもしれない。

「そこでロズリーヌを見つけて――卒業と同時に、ここへ呼ぶことにした」

「……なぜ私なんかを？」

　ロズリーヌが眉をひそめて答えると、リオネルは切れ長の目を少しだけ見開く。

「君が自分を卑下するような物言いをするとは、驚いたな」

　おそらくリオネルは、ロズリーヌが私〝なんか〟と言ったことに違和感を覚えたのだろう。しかし、悪役を終えた素のロズリーヌからすると、そうやって言うことは最早当たり前であった。

（だって、学園での私の評判は決してよくないもの。アラン様と仲睦まじくするジャネットに嫉妬の炎を燃やしに燃やし尽くして、か弱いジャネットに嫌がらせを繰り返した悪女。リオネル様がリオンなら、当然そのことをご存知のはず……）

　だから何度考えたって、ロズリーヌからすると、どうして私〝なんか〟が正解なのだ。

「……でもそうだな。今の君を見て確信した。俺の見る目は間違っていなかったと」

「……え？」

　目線を上げてリオネルを見つめると、視線がぶつかった。リオネルの視線は優しく真っすぐで、まるで愛しい人を見ているかのようだった。

（そ、そんなふうに見つめられたら……）

　なんだか変な気分になる。リオネルに愛されているような、馬鹿みたいなうぬぼれを感じてしまう。

　ロズリーヌは顔が熱くなるのがわかり、恥ずかしくてこの場を逃げ出したいと思った。

「俺が君を呼んだのは、ロズリーヌのことがずっと好きだったからだ」

「……っ!?」

　予想だにしない言葉に、ロズリーヌはおもわず固まった。馬鹿みたいと思っていたうぬぼれが、ものの何秒後かに本人の口から発せられたからだ。

（いや、これはなにかの罠……私を好きになるなんて、そんなことあるはずがないわ！）

　期待を裏切られるのを恐れてか、ロズリーヌは自分に言い聞かせるように頭の中でそう唱える。だが、リオネルは頬を染めて困った顔をするロズリーヌを見て嬉しそうに、そして楽しそうに口角を上げた。

「君がここへ来たと言うことは、俺の申し出を受け入れてくれたってことだよな？」

　アースベルの王家、カルパンティエ家から届いた手紙の内容は、『ロズリーヌを婚約者として王宮に迎え入れたい』というもの。

　もちろん、ロズリーヌはそのつもりでここまで来た。この申し出があったからこそ、両親からアランとの婚約破棄について咎められることはなかったし、勘当からも逃れられた。身分をなくしあてもなく知らない国で放浪するより、いくらかマシだろうという考えもあって。

　しかし、まさかリオネルが知っている人物とは夢にも思わなかった。だからといって、彼との婚約話から逃げるつもりもないが……不安が拭いきれないのも紛れもない事実である。なぜなら、リオネルがなにを考えているのかさっぱりわからないからだ。

「どうなんだ？　ロズリーヌ？」

　即答しないロズリーヌにじれったさを感じたのか、はたまた戸惑っているロズリーヌにわざと追い打ちをかけているのか。真意はわからないが、リオネルは変わらず笑みを浮かべたまま問いかける。

「……はい。その通りですわ」

　そう答えると、リオネルは満足そうにして、ロズリーヌの耳に唇を寄せた。そして、耳元でこう囁いた。

「やっと手に入れた。……今日から君は、俺のものだ」


















３　死ぬほど甘やかしてあげる












　元同級生リオンこと、アースベル王国王太子のリオネルに突然の告白を受けたロズリーヌはその後、わけもわからないままリオネルと正式に婚約を交わすことになった。

（まさかリオンの正体がリオネル王太子だったなんて……）

　案内された部屋で、ロズリーヌはふかふかのベッドに寝転びながら、先ほどの出来事を思い出していた。

（ラグニカのみんなが知ったら、ひっくり返るんじゃないかしら。誰も彼の素顔を見たことなかっただろうし）

　学園にいた際、べつにリオネルに注目していたわけでもないが、二年間同じクラスだったため、勝手に視界に入ってくることはある。リオネルはアランと席が近かったこともあり、それによって小説内でもモブとして物語や挿絵に登場する場面があったのだ。

（私を好きだとか言っていたけど……いいや、このことは、あまり考えないでおこう）

　思い出すと胸がどきりとするのは気のせいだ。あんなの、本気にしたところで馬鹿をみるに決まっている。ロズリーヌはそう思い、リオネルから囁かれた愛の言葉を必死で思い出さないようにした。

（それにしても――ものすごい部屋ね）

　ベッドから上半身だけ起こし、ロズリーヌは今日から暮らすことになる自分の部屋を見渡した。天蓋付きの大きなベッドに、自分のために用意されたであろう新品のワンピースやドレスが並ぶクローゼット。テーブルや椅子もどれも高そうで、小物ですらどこかしらに金が使われている。

　そしてなにより広い。ベルジェ公爵家にいた時も大きな屋敷で立派な部屋ではあったが、それの倍くらいの広さがある。この一部屋でホームパーティーができるんじゃないかと、ロズリーヌは苦笑した。

　このままいくと、いずれ王妃となるのだから、こういった待遇は今後も続くのだろうが――。

（広すぎて逆に落ち着かない！）

　素敵な部屋を用意してくれたのは有難いが、ひとりだと無駄にそわそわとしてしまう。なんなら、前世では七畳１Ｋの部屋でもじゅうぶんだったのだ。ロズリーヌはいまさらながら、庶民になって田舎町で自由気ままに暮らしたほうがよかったのでは……なんて思い始めた。

　ベルジュ公爵家にいた頃は部屋が広くても、家族や顔なじみの使用人と一緒だったからそこまで気にならなかったのかもしれない。仲の良い侍女にお茶を淹れてもらったり、談笑を楽しんだりする時間があった。だが、ここではまだ知っているのはリオネルだけ。

（この広すぎる部屋……というか、王宮暮らしに慣れるために、まずはここにいる人たちともちゃんと交流しなくちゃね）

　そう思った矢先に、扉をノックする音が聞こえた。

「ロズリーヌ様、入ってよろしいでしょうか」

　聞いたことのない男性の声がする。リオネルよりは高い声色だが、圧のある声質だ。

「どうぞ」

　返事をしてベッドから慌てて降りると、「失礼いたします」という言葉と共に、これまたすらっとした端正な顔立ちの男性が現れた。

　シャツにネクタイ、銀色の刺繍が入った濃いグレーのジャケットにパンツ。王宮に案内してくれた使用人や、廊下で見かけた使用人たちとは違う格好をしていることから、それなりに立場のある人だろうとロズリーヌは察する。

「ロズリーヌ様。このたびはリオネル王太子殿下とのご婚約おめでとうございます。リオネル様の側近を務めております。アンドレと申します」

「あっ……初めまして。ロズリーヌ・ベルジュと申します」

　きっちりした角度でお辞儀をされ、ロズリーヌも負けじとワンピースの裾を掴み令嬢らしい所作で頭を下げる。

「一応……初めまして、ではないのですが」

「……？」

　小声でアンドレが呟くも、ロズリーヌにははっきりと聞き取れず、小さく首を傾げる。

「ロズリーヌ様はこれから国王陛下と王妃様にご挨拶したのち、晩餐となります。王宮の案内は明日となりますので、本日はゆっくりとお休みください。挨拶や晩餐には、リオネル様もご同行されます」

　なにかを読み上げているようにすらすらと、アンドレは今日のスケジュールをロズリーヌに伝えた。

「はい。わかりました。……はぁ、緊張する」

　国王陛下と王妃の挨拶と聞いて、つい弱音が漏れてしまった。

「緊張？　ロズリーヌ様は緊張されることがあるのですか？」

　ロズリーヌのふと漏らした言葉に、なぜかアンドレが不思議そうな顔をする。

「当たり前じゃないですか。国王陛下と王妃様に会うのですから。粗相をしないよう注意しないと」

　しかも、近隣とはいえ初めて来た国である。顔なじみだったアランの両親に挨拶した時は子供だったこともあり、まだ緊張感が緩和されていたが。

「たしかに、雰囲気が違いますね……」

　アンドレは右手を顎に添えてロズリーヌを凝視する。初対面なのに雰囲気もなにもないだろう。

「おっと。時間が迫っているようですね。行きましょうロズリーヌ様。カルパンティエ家が揃って貴女様をお待ちです」

「……よけい緊張させるようなこと言わないでよ。アンドレ」

　うらめしそうな顔をするロズリーヌを見て、アンドレはくすりと笑った。






　それからの時間は、怒涛のように過ぎていった。

　国王の部屋前で待機していたリオネルと合流し、心を落ち着かせる間もなくリオネルに手を引かれ、そのまま部屋の中へ。

　国王と王妃は思ったより優しげな顔立ちに柔らかな雰囲気で、ロズリーヌのことを温かく迎え入れてくれた。

（私の学園での評判は、国王陛下と王妃様はご存知ないみたい……）

　リオネルが口にしない限り知られることもなければ、自分から言うつもりもない。この時、ロズリーヌは〝悪女〟でも〝アラン王子に婚約破棄された哀れな女〟でもない自分がいることに気づいた。

　同級生が婚約者となってしまえば、この先自分の望んでいた悪女でない本当の自分で生きていくのは難しいと考えていたが――今のところ、大丈夫らしい。

　挨拶を終え、その流れでリオネルと共に晩餐を済ませると、ロズリーヌは侍女によって丁寧に身体を洗われ、また広い部屋にひとりとなった。

（今日はもう、このまま休んでいいのよね）

　今日は一日中、頭の中が混乱しっぱなしだった。知恵熱でも出てしまいそうだ。体の疲れより、そっちのほうが深刻といえる。しかし、なにも考えたくないと思ったとてこの状況でそんなわけにもいかず……。テーブルランプだけが灯った薄暗い部屋で、ロズリーヌは寝転びもせず、ベッドに腰掛けたまま神妙な面持ちをしていた。

　頭の中は、リオネルのことでいっぱいだ。両親へ挨拶する時も、晩餐の時も、彼はとても楽しそうにしていた。そしてこちらに話しかけてくる時は常に、慈しむような眼差しを向けてくる。

（あの眼差しには、絶対裏があるに決まってるわ！）

　リオネルが好意を見せつけてくるたびに、ロズリーヌの警戒心は強まるばかりだった。自分で言うのもなんだが、ラグニカ王立学園の同級生に、こんな悪女を好きになる令息など絶対いないだろう。ついでに、公衆の面前で婚約者に盛大に振られたみじめな女でもあるのに……。

（あの時リオンが……リオネル様がハンカチを渡してくれたのは、私があまりにみじめで見ていられなかったから同情心で渡してくれたのだと思っていたけど……）

　彼がどんな気持ちであのような行動に出たのか、少しも気にしていなかったことが、突然知りたくなってくる。

　――コンコン。

　そろそろ寝ようかと思っていると、ロズリーヌの部屋に誰かが訪ねてきた。部屋にある時計を見ると、時刻は二十三時過ぎ。考えごとをしているうちにこんなに時間が経っていたのかと、ロズリーヌは驚く。

「ロズリーヌ、起きてるよな？」

　声と共に、リオネルが部屋へ入ってきた。こちらが許可する前に入ってきてはノックの意味がまるでない。寝ていたとしても、リオネルは勝手に部屋へ侵入してきたのではないだろうかと疑念が湧く。

「リオネル様……こんな時間に、なにか用ですか？」

「なにって、今日は特別な日だろう？　そんな日の夜に、なにもないわけがない」

「……はあ」

　言っている意味がわからず、ロズリーヌは気の抜けた返事を返す。リオネルがロズリーヌの隣に腰掛けると、その重みでベッドが僅かに沈んだ。

「あの、リオネル様」

「うん？」

「ちょっと……近いような」

　最初から肩がぶつかる距離に座られて、ロズリーヌはおもわずリオネルから顔を逸らす。すると、リオネルはふっと息を漏らして笑った。

「……これだけで照れているなんて、ロズリーヌはずいぶん可愛いな」

　照れているんじゃなくて、警戒しているだけだと、ロズリーヌは心の中で言い返す。

「だけど、これからもっとすごいことするんだから、頑張って羞恥心に耐えてもらわないと」

「？　すごいことっていうのは――」

　言い切る前に、リオネルにぐっと肩を引き寄せられる。そしてそのまま、強引に唇を塞がれた。

「……っ……！」

　すぐに離れるかと思いきや、より深く口づけてくる。突然のことにロズリーヌはリオネルの厚い胸板を押し返して離れようとするがびくともしない。それどころか、今度は肩でなく後頭部を押さえつけてくる。

　くしゃりと髪の感触を楽しむように撫でられながら、一度唇が離れたかと思うと、またすぐに塞がれる。

「ふぅ……んっ……」

　ロズリーヌから甘い吐息が漏れる。

　何度もされるうちに、次第に頭がくらくらしてきた。そうやってロズリーヌが油断した隙を狙ってか、今度は僅かに開いた唇の隙間から、リオネルの舌が割り入ってきた。

　リオネルは優しくロズリーヌの舌を舐めると、もっと交ざりたいというように自分の舌を絡ませてくる。どちらのものかわからない唾液が混ざり合い、静まり返った部屋にピチャピチャと卑猥な音を立てた。

「はぁっ……リオネル様……」

　やっと唇が離れ、肩で息をしながらロズリーヌは悩ましげにリオネルの名前を呼んだ。

「すっかりとろけきってるな」

　リオネルはロズリーヌの頬を撫でると、満足げに微笑み、ちゅっと音を立てて軽くキスをする。すぐに離れる挨拶のようなキスに、ロズリーヌは物足りなさを感じてしまった。そんなロズリーヌに気づいてか、リオネルは再度深く口づける。

　うっすらと瞳を開けて角度を変えては、ロズリーヌの反応を楽しむように口内に舌を這わせた。上の歯列の裏をなぞられると、ロズリーヌの肩が僅かに跳ねる。二度目の長いキスが終わり唇が離れると、ふたりの間を透明の糸が引いた。ロズリーヌには、それがとてもいやらしいものに見えてしまった。

（すごいことって……キスのことだったの？）

　まだキスの余韻に浸り身体を熱くさせながら、ロズリーヌは思う。だが、その予想は外れていた。気づけばロズリーヌは、リオネルによってベッドに押し倒されていたからだ。

「リ、リオネル様っ!?」

　これはキスだけでは終わらない。そう思ったロズリーヌは、さすがにリオネルを制止しようとする。しかしリオネルは既にロズリーヌの身体に跨またがり、自身が着ているシルク生地の白いシャツのボタンを片手で器用に外しながら、色っぽい視線でこちらを眺めている。いちばん下までボタンが外されれば、細いのに程よく筋肉質な上半身が露あらわになり、ロズリーヌはただでさえ火照りで赤くなった顔をさらに赤くさせた。

「これはさすがに……まだ早いかと……」

　あんな情熱的で優しいキスをされた後では、このまま流されてしまう。

　目の前に曝け出されている逞たくましい身体に抱かれることを想像しただけで、ロズリーヌの下腹部がきゅんと疼うずいてしまった。そんなどうしようもない欲望を、今はまだ理性で抑えている。

（なに考えてるの私、こんなにはしたない子じゃなかったのに！）

　それは前世の自分にも、ここまでロズリーヌとして生きてきた自分にも言えることだった。

「早くなんてない。だって俺は、一年以上待ってたんだからな。それに今日は俺たちの初夜だろう。この年頃で、なにもしない恋人などどこにいる」

「初夜っていうのは、夫婦で迎える最初の夜のことでは……」

「ああそうか。じゃあ今日は恋人になった初夜だ。夫婦になったら、またその時はその時でかわいがってあげよう」

　さらっと未来に二度目の初夜があることを口にして、リオネルはロズリーヌの言うことを聞かずに彼女に覆いかぶさった。

　真っ白な首筋にちゅっちゅっと口づけると、今度は下からゆっくり舐めあげる。

「あぁっ……」

　くすぐったさの中にぞくりと快感が走り、ロズリーヌから艶めかしい吐息が漏れる。

「もっと聞かせてくれ。その可愛い声を。俺だけに」

「や、やぁ……」

　自分にとってはただの恥ずかしい声だ。かつての同級生だったリオネルにはしたない声を聞かれているのかと思うと、たまらない気持ちになる。

　リオネルがするするとピンク色の薄いワンピースを脱がしていくと、あっという間にロズリーヌのふくよかな胸が露になった。

　その胸に、リオネルの左手の平が触れる。右手は身体を隠そうとするロズリーヌの両手首を頭上で拘束するのに使われていた。しかし、抵抗しようと本気で嫌がればすんなりと解けるような強さで握られている。

　それでもリオネルのされるがままにされているということは――ロズリーヌも既に、与えられる快楽に絆されかけているのだ。正直言えばキスの時点で、すっかり頭の中がとろけきってしまっていた。

「あぁんっ！」

　やわやわと揉みしだかれていた胸の先端に、突然リオネルの細長い指が触れる。

「少し触れただけなのに、ずいぶん敏感だな」

「そんな……こと……」

「ない、なんて嘘は通用しない」

「ひあっ！」

　にやりと笑い、指で軽く先端を弾かれると、背中に電撃が走るような快楽が廻めぐった。ひと際高い声を漏らすと共に、弄いじられたロズリーヌの胸の先端はぷくりと赤く尖り始める。

「ふっ……寂しそうだから、こっちもかわいがってあげる」

　リオネルはもう片方の胸の突起に舌を伸ばしそっと舐め上げる。

「あぁっ！」

　そのまま吸い付いたり、突起の周りに舌を這わせて焦らされたりするうちに、いとも簡単に両方の突起がリオネルに触れられるのを喜んでいるかのように膨れ上がった。

　もう片方は指でつままれ、絶え間なく快感が与え続けられる。

「そこばっかり、だめぇっ……リオネルさまぁ……」

　ロズリーヌの声もどんどん甘くなっていき、リオネルの耳に甘い痺れをもたらす。

「うん。そうだな。こっちも触ってほしいんだろう？　さっきからずっと動いてる」

　胸の先端から唇を離すと、リオネルは胸を触っていた手を身体をなぞりながらゆっくり下ろしていく。

「……あ」

　ロズリーヌは無意識に太ももを擦こすり合わせていたことに気づき、もじもじするのをやめた。そんなロズリーヌの内腿を、リオネルが触れるか触れないかの絶妙なタッチで撫で始める。

「あぁぁん……っ……やぁ……」

　ぞわぞわとした感覚に、またもや勝手に脚が動く。リオネルの手から逃れようとしているというよりは、もどかしさに震えているようにも見える。

「触ってほしい？」

「……そんなこと」

　耳元で囁かれるだけで、ぶるりと震えてしまう。完全に身体がだめになっている。

　ロズリーヌはリオネルと目を合わさないようにして、触ってもらうことを拒否した。

「ふーん。そっか」

　ロズリーヌの言葉を聞いたリオネルは、今度はさらに下着に近い脚の付け根部分を責め始めた。

「あっ……あぁっ！」

　期待している部分に近づかれ、ロズリーヌの腰は勝手に浮いてしまう。

「君が嫌でも、俺はすべてを知りたいから……全部見せてもらうよ」

　リオネルは拘束していた両手首を離すと、既に濡れてしまっている下着に手をかけた。

「だ、だめっ！　リオネル様っ……！」

　声だけで止めてもリオネルが言うことを聞くわけがない。

　ワンピースも下着も完全に脱がされ、ロズリーヌはリオネルの言う通りすべてを曝け出すことになった。

「……綺麗だ。ロズリーヌ」

　額にキスを落とし、リオネルは呟くと、身体をもぞもぞと動かしてロズリーヌの脚の間に顔を埋めた。

「リオネル様、なにをっ……！　だめです、そんなところ……！」

　これにはさすがのロズリーヌも慌てた。これまで、自分の秘部をこんなに近くで見られたことなどなかったからだ。

　上半身を起こし手を伸ばしてリオネルを退かそうとするも、その前に脚を大きく広げられ、濡れそぼっていやらしく光るそこにリオネルの息がかかった。

「あっ……！」

　たったそれだけなのに、ロズリーヌは感じてしまった。

「……君は本当に感じやすいんだな。もっとたくさん気持ちよくしてあげたくなる」

「……あ」

　唇、胸の突起の次は、ロズリーヌの秘部にリオネルの舌が触れた。最初は優しく舐めるだけだったのに、段々とその蕾をこじ開けるように舌がナカへ侵入してくる。

「あんっ！　はぁっ……あぁん……！」

　ロズリーヌは耐えきれず、絶え間なく甘い嬌声を上げる。背中をのけぞらせ、起こしていた上体はあっという間にベッドへ沈んだ。

「っ！　あぁぁっ！」

　そして上部にある突起部分に触れた途端、ひと際大きな声を上げた。

「ここも俺にかわいがってほしくて主張してるよ」

「ちが……っ！　だめだめっ！　リオネルさまぁっ」

「ふっ……あのロズリーヌがこんなに可愛く喘いで……一生、誰にも聞かせたくないな」

　ふるふると頼りなく首を振って快楽に溺れるロズリーヌを見つめて、リオネルは目を細める。

「あぁぁんっ」

　止まったかと思えば、またいちばん感じてしまう突起物を舌で転がされる。ロズリーヌは思い切り腰を浮かしてびくんと跳ねると、ふわふわとした感覚が頭を襲ってきた。

（なにこれ……もしかして、イッちゃったの……？）

　ロズリーヌはこれまで、イクというのがなにかよくわからないままここまできてしまった。あまり性に関して積極的でなかったのだ。

　それなのに、リオネルが相手だと最初からそんな概念がなかったかのようになってしまう。

「イッたんだ。ロズリーヌ」

「はぁっ……はぁっ……」

　まだふわふわしている。呼吸を乱すロズリーヌを愛おしげに見つめると、リオネルはそのまま頭を優しく撫でた。

（あ……またこの目……ずっと、こうやって私を見つめて……触れてくれる）

　行為自体は強引なのに、ずっと優しさを感じるのはなぜなのか。ぼぅっとしながら、ロズリーヌもリオネルを見つめ返していると、濡れた秘部がまた小さく水音を立てた。

　今度はリオネルの指が、ロズリーヌの入り口付近を上下している。動かすたびに、いやらしい音が鳴ってしまう。

「あっあっ……」

　くる――そう思った瞬間、ずぶりとリオネルの指がロズリーヌのナカに入ってきた。

「すごい。これならもう二本入りそうだ」

　散々弄られたそこは、すっかり指を受け入れる準備ができていた。あっという間に二本飲み込むと、いいところを探すようにかき回される。

「あぁっ……はぁっ……」

　そんなにされたらおかしくなる。腰をゆらゆら動かして、ロズリーヌは必死に与えられる快楽に耐え続けた。油断すると、何度も達してしまいそうだからだ。

「あんっ」

　ずるりと指が抜かれて、途端にナカが寂しくなった。体が疼いているのがわかる。

「……リオネルさまぁ」

　この疼きをどうすればいいか。

　助けを求めるように、ロズリーヌは涙目プラス上目遣いでリオネルを見つめた。

「そんな顔して俺を煽あおって……君は、悪い女だな。今日は最後までするつもりはなかったというのに……限界だ」

　リオネルはばさりとシャツを脱ぎ捨てると、続いて下に着ていた衣服も脱いだ。

　そして下半身の中心部で大きく勃たちあがったモノを、ロズリーヌの秘部へとあてがう。その状態で、リオネルはロズリーヌに尋ねた。

「君は誰にでもこうなってしまうのか？」

　あまりに感じまくっているロズリーヌに、少々不安になったのだろうか。だが、リオネルの不安はいい意味でまったくの見当違いだった。

「いいえ。こんなの初めてで……私っ……なんだかこわい……」

　気持ちよすぎて怖いだなんて、生きてきて初めての感情だ。

　素直に答えるロズリーヌを見て、リオネルは微笑む。

「大丈夫。怖くない。ほら、俺にしがみついて」

　言われた通りリオネルの首に腕を回すと、リオネルはゆっくりと腰を下ろしてきた。

「あっ……ああ」

　ずぶずぶと、ナカにリオネルの肉棒が入ってきたのがわかる。押し広げられる感覚に目がちかちかしそうだ。この身体では、初めての経験。処女だったというのに思ったほど激しい痛みを感じないのは、リオネルの愛撫のおかげだろうか。

「うっ……うぅっ」

　それでも、やはり多少の痛みはあり、呻き声に近いものがロズリーヌから発せられる。

　きちんと見てはいないが、想像より大きいモノが入っているのだと感覚でわかった。

「ロズリーヌ、平気か……？」

「は、い。だいじょうぶ、です……」

　リオネルも眉をひそめ小さく吐息を漏らすと、まずは入り口で浅く抜き挿しを繰り返す。

「あぁっ……はぁっ……んっ」

　挿入の刺激に慣れてきたのかロズリーヌの声が甘くなる。そうすると、リオネルは次第に腰の動きを激しくすると同時に、もっと深いところを責め立てた。

「あっあっあっ」

　奥を突かれるたびに、大きな声が上がる。初めて突かれる最奥は、逃げたくなるような衝撃だった。

　ずんずんとなにか大きな波が襲い掛かってくるような、痛みとは違う、とにかく腰を引いてしまいたくなるような感覚。

　リオネルはそんなロズリーヌのことを労わってか、奥を突くのをやめて、また浅い挿入をゆっくり繰り返す。

「はぁん……あっ……」

　それは気持ちよくもあったが、何度も繰り返されるうちに、またさっきの衝撃が欲しくなってくる。

「リオネル、さま……」

　自分からさらに深くリオネルのモノを欲しがって、腰を沈めてしまう。するとリオネルはにやりと笑い、またもロズリーヌの最奥めがけて腰を動かした。

「あぁぁ！」

　逃げたかった衝撃は、不思議なことに与えられるたびに快楽に変わっていく。

「君のいいところは、指だと届かない場所にあったのか」

「ちが……あぁっ！」

　行為中、何度も否定しているが、実際に違ったことはひとつもない。そんなことには、リオネルもとっくに気づいているだろう。

　それでも微かに残った羞恥心で、ロズリーヌは否定の言葉を口にするのだ。

「ああ、ロズリーヌ。なんて可愛らしい」

　身体をびくびくとさせ、恍惚こうこつとした表情で行為に耽ふけっているロズリーヌを見て、リオネルの腰の動きが速まる。

「まっ……待って、そんなにされたらっ……！」

　当然、リオネルは待ってはくれない。快楽に溺れているのはロズリーヌだけでなく、彼もまた同様だった。

　熱く甘い刺激がロズリーヌの全身を駆け巡る。下半身を震わせて、ロズリーヌは堪え切れない喘ぎを漏らした。

「ああっ、リオネルさまっ……気持ちいい……っ」

　ついに本音を漏らすロズリーヌの声はリオネルを更に昂たかぶらせ、欲望のままにロズリーヌの唇に噛みつくようなキスを落とす。

　唇を吸い、間もなく差し込まれた舌先は、ロズリーヌの口内を味わうように優しく撫で始めたかと思うと、今度は舌同士を絡めてかき回していく。

　最初こそずっとキスの主導権を握られていたが、雰囲気にのまれたロズリーヌは、自らも求めるように自分の舌を絡ませにいった。

　結合部からも、塞ぎ合った唇からも、互いの甘い蜜が絡み合いグチュグチュと音を立てている。
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「ふぁ……ああ……」

　あまりに甘美で濃厚な口づけと、下半身を打ち付けるリオネルの雄の動きに、ロズリーヌはまた大きな波が襲い掛かるのを感じた。その前兆のようにきゅうきゅうと下半身を締め付けてしまい、リオネルは悩ましげに眉をひそめる。

「はあっ……ダメだ。もっとたっぷり、君を愛したかったのだが……っ」

　リオネルももう、我慢ができないらしい。

　ロズリーヌの顔の横に置かれた手に自身の指を絡ませて、さらに体重をかけると奥にずぶりと男根を突き上げる。

「あああっ！　リオネルさまぁっ！」

　名前を呼んで、散々可愛がられたロズリーヌのそこは絶頂に達した。

　びくびくとナカをうごめかせ、リオネルの大きなモノをまだ離したくないというようにぎゅうっと締め付ける。

「俺もイク……ロズリーヌ、ああ、好きだ、ロズリーヌッ……！」

　繋いだ手をぎゅうっと強く握り、リオネルもまたロズリーヌのの締め付けで達してしまった。

　先端からびゅるびゅると放たれる白濁の液が、蜜壺の奥に注ぎこまれる。

　じんわりと下腹部が熱くなるのを感じながら、ロズリーヌは絶頂の余韻に浸っていた。

「はあっ……ロズリーヌ……」

　達してもなお、まだ硬く大きな男根をリオネルがずるりと引き抜くと、ロズリーヌの秘部からいやらしい蜜がとろりと流れ落ちる。

　急にナカが寂しくなるも、ロズリーヌの頭はまだぼうっとしており、夢を見ているかのような気分だった。

　リオネルはロズリーヌの額に張り付いた長い前髪をかき分けると、額や鼻、頬に何度もキスを落として、最後に唇に軽く触れて離れた。

　そしてロズリーヌの隣に横たわり、ぎゅっとロズリーヌを抱きしめる。少し汗ばんだ肌と肌がぴったり触れ合うも、ちっとも不快にはならない。むしろ心地よい。

「ロズリーヌ。これからは……俺が君を死ぬほど甘やかしてあげる」

　そう言って、リオネルは小さく笑った。

　これが、悪役を終えたロズリーヌに突如として訪れた、溺愛生活の始まりだった。

















４　秘めごと












　強烈で濃厚な一夜が明けて、朝を迎えた。






　まず目覚めると目の前に飛び込んできた肌色の景色に驚き、顔をあげると腹が立つほど綺麗な寝顔のリオネルがいて、ロズリーヌは一気に昨夜の記憶を蘇らせた。

「ん……ロズリーヌ……？」

　ちょうどそのタイミングで、リオネルが名前を呼びながら目を覚ます。若干掠れた寝起きのリオネルの声に、ロズリーヌの心臓がどきりと跳ねた。

「リオネル様！　私はひとりでゆっくりと眠り直したいので、どうか早急に自室へとお戻りください！　つ、ついでに早く服を……っ！」

　上等な毛布から大胆にはみ出るリオネルの身体をこれ以上直視できず、大慌てでリオネルに服を着るよう促す。そしてまだまだ寝ぼけ眼の状態で部屋から追い出すと、ロズリーヌは部屋でひとり、後悔と羞恥心に魘うなされて頭を抱えていた。

（――かつての同級生と関係を持ってしまった。たいしてよく知りもしない相手と！　正式に婚姻も結んでいないのに！）

　まったく知らない場所に嫁いでそのまま初夜を迎えるなんて話は、この世界では珍しいことではない。

　ロズリーヌだって、ここへ呼ばれた時にその覚悟は決めていた。

（……完全に油断していたわ）

　しかし、リオネルが顔馴染みのリオンだったということで、ロズリーヌは逆に変な安心を覚えてしまったのだ。

　こんなに早く手を出してくるはずがない。本気で好きなわけでもないのだから――と。

　それがまさか、エロゲーのような展開になるなんて微塵も思っていなかった。

（でも……私も私よね。嫌がるどころか、最後は自ら求めていたし……）

　自分の軽さと、快楽への貪欲さにロズリーヌは自己嫌悪する。

　なにしろ、前世と違ってロズリーヌの身体はとても感じやすく、行為が終わって何時間も経過しているのに、まだ全身が火照っていた。

（ロズリーヌの身体がこんなに感じやすいだなんて、知らなかった……）

　それとも、リオネルが女性を喜ばせる術を熟知しすぎているのか。

　前世でも人並みに恋愛をして、人並みに普通のカップルがするであろうことは経験してきた。しかし、なんとなく付き合って、なんとなくキスをして、そういう行為に発展する……そういった流れが多かったため、すべてを投げ出してでも一緒にいたいと思うほどの情熱的な恋をしたことはない。

　それにも関わらず、リオネルとの昨夜の行為は、初めて知るものばかりだった。身体に与えられる快楽も……心が満たされる感覚も。

（男の人とああいうことをして、心が満たされたことなんてこれまであったかしら）

　過去や前世を振り返っても、やはりそんな経験は一度もなく。

　逆に、なぜリオネルは自分を満たしてくれたのかを考えると、ひとつの答えが浮かんだ。

（……リオネル様からは、心からの愛を感じた）

　そう。抱かれながらロズリーヌはずっと、リオネルの自分に対する愛情を感じることができていた。

　ただ快楽に溺れるわけでなく、リオネルはずっと、熱い眼差しを向け続けてくれていたのだ。

（アラン様の婚約者だったときに、愛を感じたことってあったかな）

　ジャネットが現れてからはもちろんないが、それまでは建前上うまくやっていた。アランから別段、嫌われているとも思わなかった。

　しかしいつも一緒にいて満たされなかったのは……自分へ向けられる熱が、そこまで大きいものでないとわかっていたから。

（前世の元カレも、同じ感じだったのかも）

　ここへ来て、悪い意味で前世の男を思い出すなんて、ロズリーヌは思ってもみなかった。記憶は曖昧あいまいで、顔も思い出せないけれど。

　リオネルから感じた愛情が虚像のものなのか――昨日から本人が言うように、本物なのか。

　ロズリーヌは昨晩を経て、後者なのではないのかと思い始めていた。

　実際にリオネルに愛でられたロズリーヌだからこそ、彼の瞳に込められた熱が嘘ではないと、少なくともあの瞬間は実感できたのだ。






　その後、ロズリーヌは侍女によって身なりを整えられ、そのまま朝食に向かった。

　食堂に入ると、リオネルは既にテーブルをはさんだ向かいの席に座っていた。

「おはよう。ロズリーヌ。……あれからよく眠れた？」

　含みのある言い方で、リオネルはくすりと笑う。

　あれからというのは、リオネルを追い出した後のことだろうか。

「……ええ。もう、ぐっすりでしたわ」

　眠れたわけないじゃない！　と心では思いつつ、ロズリーヌは上辺だけの言葉を返して椅子に座った。

　運ばれてくる食事を口にしながら、ロズリーヌはちらちらとリオネルの様子を窺う。

　顔を合わせただけで昨夜の記憶が甦り、目を合わすのもどこか恥ずかしいロズリーヌと違い、リオネルは何事もなかったかのように平然とした顔をしている。

（なんだか、私だけが意識してるみたい……）

「ロズリーヌ」

　急に名前を呼ばれ、ロズリーヌははっとして顔を上げた。

「俺は今日、留学中に山積みになった執務をこなさないといけないんだ。この後、アンドレに王宮案内を頼んでいるからロズリーヌは一緒について回ってくれ」

「はい。かしこまりました」

「執務が一息ついたら、俺から会いに行くから」

　そう言ってリオネルは昨日と変わらない顔で笑うと、先に部屋へと戻ってしまった。






「ねぇアンドレ。リオネル様って、実はとんでもなく女たらしではなくて？　何人もの令嬢に手を出したりとか、そういう話を聞いたり目撃したことはない？」

　アンドレに王宮を案内してもらっている最中、ロズリーヌは食堂でのえらくさっぱりとしたリオネルの態度が引っかかり、そこで浮かんだ疑念をアンドレにぶつける。

（リオネル様は何人もの女性を愛せるチャラ男って可能性も、なきにしもあらずだわ）

「案内中に突然なにを言い出すのですか。ロズリーヌ様」

　足を止めて、アンドレは怪訝そうに眉をひそめた。

「だから、リオネル様は女性慣れしているのかどうかを聞いているの」

　地味で冴えないリオンの時のリオネルは、ロズリーヌの知る限り、一切女っ気がなかった。

　しかし、この国にいるときのリオネルのことは知らない。

「……さあ？　まぁ、あれだけの美貌をお持ちですからね。社交界では令嬢たちにひっきりなしに声をかけられてはいましたよ。あしらい方は慣れているかと」

「あしらい方って……そういう女性慣れじゃなくて……」

「女たらしかどうかを問いたいのであれば、答えは完全にノーです。当然女好きでもありません。むしろ、女性に興味を示すことなんて、これまで見たことなかったくらいです」

　ロズリーヌの聞きたいことを察して、アンドレはきっぱりと答える。

「そ、そうなのね……」

　側近のアンドレが言うのだから、信憑性はある。

　これ以上聞くとくだらないと一刀両断されそうな雰囲気だったため、ロズリーヌは素直にアンドレの言葉を受け取ることにした。

「……ロズリーヌ様、昨夜リオネル様となにかあったのですか？」

「……へっ？」

　おかしなことを聞くロズリーヌは、様子もどこかそわそわしていた。そのため、察しのいいアンドレは鋭く目を光らせる。

「な、なにかって、べつになにも」

　明らかにしどろもどろした態度は、アンドレに〝なにかあった〟と伝えているも同然だった。嘘をつくのがあまりに下手なロズリーヌを見て、アンドレは苦笑すると同時に、少し可愛らしさを感じた。

「へぇ……リオネル様は思ったより手の早いお方だったのですね。私も意外です」

「なにもないって言ってるでしょうっ」

　なにかあった体ていで話を進めるアンドレに、ロズリーヌは顔を赤くしてむきになって否定するも、まったく聞いてもらえなかった。

「しかし許してあげてください。リオネル様からすると、一年以上おあずけされていたも同然ですから。加えてべつの男と共にいるところまで見せられては……我慢はもちろん、鬱憤うっぷんもたまっていたのかと」

　べつの男というのは、もちろんアランを指しているのだろう。一年以上というのは、リオネル自身も口にしていた。要するに、一年以上前からロズリーヌに想いを寄せていた……と考えられる。

「もちろん、それを晴らすためにロズリーヌ様になにかしたわけでは絶対ありませんよ。ただ、リオネル様は一刻も早く実感したかったのだと思います。〝想い人を手に入れた〟ということを」

　慌ててアンドレが補足する。だが、どちらかというと、ロズリーヌが引っかかるのはそこではない。

「アンドレは……なんでリオネル様が私を好いていたのか知ってる？」

　昨日会ったばかりだが、アンドレは今のところこの屋敷でいちばん話しやすい。お堅い雰囲気だが、聞いたことには優しく丁寧に返してくれる。

　そのため、ロズリーヌはずっと気になっていたことを、まずはアンドレに聞いてみた。時期は大体わかったのだが、知りたいのはきっかけである。

（アンドレの口ぶり的に、なにか知っていそうだもの。リオネル様が私を好きって前提で話しているし）

　ロズリーヌの質問に、アンドレはむずかしそうな表情を浮かべる。

「……そうですね。好きになった理由は、私も聞いたことがありません。ある日突然、あなたのことばかり話すようになりましたので。それは、リオネル様本人しか知らないと思います」

「……そっか」

　アンドレが嘘をついているようには見えない。やはり状況を見てリオネルに聞くしかないのかと、ロズリーヌは肩を落とす。

「在学中になにかあったのではないですか？　そこでロズリーヌ様が知らぬ間に、リオネル様の心を射止めてしまったと、私は勝手に思っておりましたが」

　たしかに、一年前と言われたら絶賛在学中で、リオネルはリオンとして学園に通っていた時期だ。でも――。

「うーん。私、学園でリオネル様と話したことはほとんどないの。だからよけいわからなくて」

　一目ぼれでないのなら、どこで恋が生まれたのか。

　そしてなぜ、リオネルはこのタイミングで動き出したのか。

　アランと婚約破棄することは物語上必然だったが、それを知っていたのは小説の記憶を持っていたロズリーヌだけ……。それにも関わらず、リオネルは婚約破棄されたその当日に、ロズリーヌを迎え入れる準備をしていた。

「ロズリーヌ様。まだここへ来て二日目です。そんなにいろいろ考えないで大丈夫ですよ。いつか自おのずと、答えがわかる日が来るでしょう」

　アースベルへ来てから、ずっとなにか考え込んでいるようなロズリーヌを見かねてか、アンドレがやんわりと諭した。

「……言われてみたらそうかもしれないわね」

　もう小説はエンディングを迎えて、ロズリーヌにはシナリオのない自由な時間がたっぷりと残されている。

　現状、生きて不自由もなく日々を過ごせているのだから、抱いた疑問すべての答えを焦る必要などない。

「ただ現状ロズリーヌ様にお伝えできるのは――リオネル様は一途なお方、ということです」

　最初の話題に戻るようにして、アンドレは話に区切りをつけた。

「さあ、案内を続けますよ。王宮内は大体終わったので、次は庭園や温室のほうを案内いたします」

「はぁーい」

　こんな広い王宮内、一度に覚えきれないと、ロズリーヌは気の抜けた返事をする。

「返事は伸ばさない。王太子妃になるのですから、学園にいた頃のようにもっとしゃきっとしてください」

　軽く叱咤を受け、ロズリーヌの背筋が無意識に伸びた。そのままアンドレに付いて行きながら、ふと思う。

（……あれ。アンドレって、悪役令嬢時代の私を見たことあったかしら）

　そう思ったが、いろいろと考えすぎるなと言われたばかりなこともあり……。

（ま、いっか）

　ロズリーヌは言葉通り考えるのをやめて、王宮の外へと向かった。






　周辺の案内がひと段落ついたところで、ふたりは王宮内へ戻ることになった。すると、ちょうど入れ違いでリオネルが外へ出てきた。

「リオネル様、お疲れ様です」

「ああアンドレ。案内ありがとう。今日の分の執務は大体終わらせたから出てきたんだ。ちょうど窓から、お前たちの姿が見えてな」

「左様でございましたか。では、私は一旦席を外させていただきます」

　ふたりきりになりたがっているリオネルの空気を読んでか、アンドレはさっさとその場を退散する。

「あー……アンドレが行っちゃったわ」

　話しやすいが故に、すっかりアンドレに懐いてしまったロズリーヌは、アンドレの後ろ姿を名残惜しそうに見つめた。

「……俺だけじゃ不満か？　ロズリーヌ」

　そんな様子を目の当たりにして、リオネルは当然おもしろくないだろう。

　ロズリーヌの顎に手を添えて、強引に自分のほうへ向かせる。

「そっ、そんなことはっ」

「どうした？　俺といるときはやけに緊張しているな。アンドレといるときはよく笑っていたのに」

（いつから眺めていたのよっ！）

　心の中で、おもわずロズリーヌはツッコミを入れる。

「もしかして……今朝から俺を見ると様子が変なのは、昨夜のことが原因だったりする？」

　顎に添えられていた手がすぅっと動き、リオネルの親指がロズリーヌの柔らかな唇に触れた。

　その瞬間、何度もキスを交わした記憶が蘇ってくる。

「俺のこと、意識してくれてるんだったら嬉しいな」

「……あ」

　唇をなぞっていた手が、今度はロズリーヌの髪に触れる。耳にかけるように髪を撫でられ、優しく扱うその仕草が、また昨夜の記憶を彷彿とさせた。

（――って、こんな明るい時間に、しかも外でなんて流されちゃだめっ）

　ロズリーヌは我に返り、リオネルからふいっと顔を背ける。

「いいえ。あんなこと、婚約中の男女でしたら普通のことですわ」

「……ロズリーヌ？」

　このままでは完全にリオネルに主導権を握られて、調子に乗られてしまう。

　それがいけないことなのかはわからないが、ロズリーヌにはまだ少しだけ、悪役令嬢の名残があった。そのせいなのか、仮にも在学中の自分を知っているリオネルに、意味もなくツンとした態度をとってしまった。

　ただ単に、流されっぱなしの自分に自己嫌悪を抱くというのも、強がった理由といえるだろう。

「それにしても、リオネル様はずいぶん手慣れていましたわね。これまでも、ああいうことをよくしていらしたのかしら」

　リオネルがそんな男性ではないと、さっきアンドレに聞いたばかりだというのに。

（せっかく悪役令嬢じゃなくなったのに、自ら悪態をついてどうするのよ。私！）

　失礼なことを言ってしまい、ロズリーヌは後悔する。

　しかし、リオネルはまったく機嫌を損ねた気配はない。それどころか、謎に微笑んでおり、ロズリーヌはぎょっとした。

「……本当に可愛いなぁ。君は。だけど、俺の前では素直になっていい」

　わざと悪態をついているのがバレているような物言いだ。

　リオネルはそう言うと、ロズリーヌの手を強引に引いて、どこかへ歩き始めた。

「リオネル様、どこへ!?」

「どこって聞かれると、どこだろう。……目立たない場所かな」

（なんだか危険な匂いがする……！）

　連れて来られたのは、王宮の玄関から少しだけ離れた場所だった。

　高い緑の木が並んでおり、そのひとつに身を潜めるようにしてロズリーヌはリオネルと向かい合う。

　どうして隠れる必要があるのか――ますます嫌な予感がしたところで、ロズリーヌはその意味を知ることとなる。

「……っ！」

　なんの前置きもなく、リオネルがキスをしてきたのだ。

　ロズリーヌは思わず身体を後ろに引いたが、すぐにリオネルの腕が腰に回って、離れることを阻止した。それどころかぐいぐいと身体をより密着させるよう力を入れてくる。

「リオ――」

　やめさせようと口を開けば、それを待っていたかのようにぬるりとリオネルの舌が入り込んできた。

「んぅ……ふぅっ……」

　リオネルのキスは、ロズリーヌにとって麻薬のようなものだった。

　一度知ってしまえば、拒否することができない。だめだとわかっても、もっと欲しくなってしまう。

「……ロズリーヌはキスが好きだな」

「好きなんかじゃ……」

「ほら、もっとしてあげよう」

「んっ……！」

　下唇を柔らかに挟まれて、今度は上唇に移動する。そして唾液によって濡れた唇をこじ開けて、深く深く口づける。

　キスをしながら、リオネルはロズリーヌの両耳を塞ぐように包んだ。そうすることで、ロズリーヌの頭に舌が交じり合う音だけが響く。さらに唇で舌を吸われれば、もっと大胆な音が発せられる。

（だめ。こんなの聞かされたら……変な気分になっちゃう）

　知らぬ間に、リオネルの右脚がロズリーヌの脚の間に割り入って、両脚を開かされている。膝がちょうどロズリーヌの秘部にあたって、狙ってか狙っていないのかわからないが、僅かな刺激を与えられ続ける。

「はあ……肩の出ているワンピースなんかを着ていたら、このまま簡単に脱がせたのにな。残念だ」

「な、にを……あっ」

　散々いやらしいキスの音を聞かせられた後、今度はリオネルの右手がワンピースをめくり太ももに触れた。左手は服の上から、豊満に膨らむ乳房を下から持ち上げるように揉みしだかれる。

　ロズリーヌは今日、タートルネックのワンピースを着ていた。そのため脱がすことが難しいのだ。

（脱がされなくてよかったけど……服の上からだと、なんだかもどかしい……）

　昨夜、直に触れられる気持ちよさを知ってしまったからこそ、布越しの刺激がじれったくて仕方がない。

「あっ」

　胸の刺激に歯がゆさを感じていると、今度はリオネルの指がドロワーズ越しに秘部に触れる。軽く上下に擦られただけで、既にそこが濡れそぼっていることに、ロズリーヌ本人も気づいてしまった。

「……キスで濡れてしまったのか？」

　耳元でリオネルが囁けば、ロズリーヌは恥ずかしそうに目を伏せて首を振った。

「いや……私……」

「恥ずかしがる必要はない。ロズリーヌ、昨夜みたいに甘えていいんだ。言ったろう？　俺は君を死ぬほど甘やかしてあげると」

「でも、こんな場所で……いけません」

　もしここが誰かに見つかりそうな場所でなければ、拒否できていたかわからない。

　そしてそもそも、なぜリオネルはそんなにロズリーヌに甘えてほしいのか。在学中は誰かに甘えるなど考えられない存在だったから、物珍しさからなのか。

「そうだな。さっき庭師が作業へ向かうところも窓から見えた。もしかすると、作業を終えてここを通るかもしれない」

　庭園はこの道を越えた場所にあると、さっきアンドレに教えてもらったばかりだ。いくら隠れているとはいえ、見つかる可能性がゼロというわけでもない。

（リオネル様と私が日も暮れていない時間に外でこんなことをしていたなんて噂が広まりでもしたら……！）

　庭師が目撃したところで、リオネル相手になにができるわけでもないだろう。だが、ほかの人に喋ってしまえば――そう考えると、ロズリーヌは気持ちよさに侵されかけていた頭が途端に冷静になる。

（悪役令嬢の次は淫乱王太子妃なんて呼び名がついたりしたら……そんなの嫌ぁぁっ）

　庭師が戻ってくる前にこんなことはやめようと、ロズリーヌはドロワーズに触れるリオネルの腕を掴む。

　だけどロズリーヌの頼りない力では、なんの抵抗にもならない。脚を閉じようにも、リオネルの右脚が邪魔をする。

　誰かに見られる可能性だけを提示して、やめる気がないなんてありえるのだろうか。ロズリーヌはあながち、自分がアースベルに来る前に勝手に妄想していたリオネル像が間違っていなかったのではと思い始めた。

（加虐癖のある変態……。大げさなたとえだけど、素質はあるんじゃないかしら）

　そんな失礼なことを考えていると、ドロワーズを撫でていたリオネルの手が、ついにドロワーズ内へと侵入してきた。

「なにを考えてる？」

　さっきまで発情し瞳をとろけさせていたロズリーヌが、急に元に戻ったことが気に入らないのか。リオネルはまた、ロズリーヌを快楽の淵へ誘いざなうように、指で直に粘膜に触れる。

「っ！」

　ロズリーヌはびくりと反応し、割れ目をなぞられるたびに必死でその手を退けようとするも、刺激で力が入らない。

　表面をゆっくりなぞりあげられるだけで、蜜がどんどん溢れ出るのがわかる。そして一本の指が、とろけきった蜜襞の入り口に当てがわれる。

（ああ、入ってきちゃう……）

　つぷりと指が襞を押しのけて入ってきた瞬間、それはすぐに抜かれ、なんとそのままリオネルによって、乱れた服を整えられた。

　てっきりお構いなしに行為を続行されるものだと思っていたロズリーヌは、呆気に取られてしばし放心する。

「さすがにこれ以上すると、君に嫌われちゃうかもしれないからな」

　リオネルが悪戯っぽく笑って言うと、その後すぐに、誰かの足音が聞こえた。それは庭師のもので、作業を終えたのか王宮の方へと戻っていく。こちらには気づいていなかったが――あのまま続けて声でも発していたらと考えると、少々恐ろしくなった。

（リオネル様、庭師が来るのに気づいて……？）

　だとすると、とんでもなく感知能力が高いといえる。

　ロズリーヌはリオネルに刺激を与えられるとあっという間にそのことしか考えられなくなった自分を恥じた。

「一緒に戻ろうか」

　リオネルはまだ僅かに息の上がっているロズリーヌを支えるように、肩を抱きながら歩き出す。

「あ、そうだ。近いうちに、俺とロズリーヌの婚約パーティーを大々的に開くことになったんだが……」

「婚約パーティー、ですか？」

　リオネルは頷くと、もう少し詳しく説明してくれる。

　どうやら一週間後に、国民や親交ある外国の人達を招いて、自分たちの婚約お披露目会を執り行う予定らしい。

（そういえばアラン様のときは親同士の挨拶はあっても、そんな大げさにお披露目するなんてことはなかったわね）

　政略結婚というのもあってか、アランが望まなかったのかもしれない。そのため、婚約パーティーというのはロズリーヌにとっても初めての経験だった。しかも一応、リオネルと共に主役といえる立場での参加となる。

「……粗相をしないか不安ですが、精一杯務めたいと思います」

　リオネルはアースベルの王太子。彼の評価が下がるようなことだけは絶対にできない。

「そんなに緊張しなくて大丈夫さ。君はただ、俺の隣にいてくれればいい。ああ、当日のドレスは街に出かけて好きなものを見ても構わないし、仕立て屋を呼んでもいい。着たいドレスのイメージや色を教えてくれたら取り寄せる」

「あ、ありがとうございます」

　至れり尽くせりな環境だ。仮にもバッドエンドを迎えた自分が、こんなシンデレラストーリーのようなものを歩んでいるなんて、やはり信じられない。

「……それと、婚約パーティーのことでひとつ報告したいんだが」

「はい？　なんでしょう」

　歩きながら話していたリオネルが、突然足を止めた。

　ロズリーヌはリオネルと向かい合って首を傾げる。

「そこに、君の元婚約者のアランを招待することにした」

「……えっ!?　アラン様を、ですか？」

　驚いて、返事をするのに一瞬間があいてしまった。

（たしかに、アラン様は近隣国の第二王子。アースベルとも外交がある。リオネル様の婚約パーティーに呼ばれても、まったくおかしくはない……けど）

　また顔を合わせるのかと思うと、複雑な心境になった。

　ロズリーヌの中で、小説のメインキャラクターだったアランとジャネットとは、バッドエンドを迎えたと同時にもう二度と会わないだろうと勝手に思い込んでいたのだ。

　しかも――リオネルの婚約者という立場での再会。事情は既に把握されているが、彼らはまだ、とんでもないもうひとつの事実を知らないままだ。

「アランのことだ。どうせ婚約者のジャネットも一緒に連れてくる。かつての同級生の俺がこの国の王太子で、ロズリーヌの婚約相手だと知ったら……さぞ驚くだろうな」

　いつもより低い声でそう言うと、リオネルはほくそ笑んだ。

（どうしよう……さっきよりずっと、危険な匂いがする）

　ロズリーヌはリオネルに作り笑いを返すものの、心の中は不安で埋め尽くされていた。

　願わくば、どうか平和に終わりますように――。

















５　危険な婚約パーティー












　――婚約パーティー、当日。

　あれよあれよという間に一週間が経ち、気づけば不安を抱えたまま、パーティー当日を迎えていた。

　今日は朝から準備に忙しく、まともにリオネルと会話もできていない。朝食の際にちらっと姿を見ただけで、その際もリオネルは慌ただしく準備に戻っていった。

　アンドレが言うには、挨拶回りの順番や来賓の名簿など、いろいろとチェックするものがロズリーヌと違って多いのだと。軽く嫌味を言われた気もしたが、ここへ来てそういった冗談交じりの口げんかをできる相手は希少なため、苛立つことは微塵もなかった。

「とてもお綺麗ですわ！　ロズリーヌ様！」

　パーティーのための身支度を担当してくれた侍女たちが、ドレスアップを終えたロズリーヌに並んで拍手を送る。

「ドレスも素敵なお色味で……ロズリーヌ様によくお似合いですわ」

「ええ、本当に。リオネル様だけでなく、会場にいる皆様が釘付けでしょうねっ」

「あ、ありがとう……」

　ロズリーヌよりもテンション高めに、侍女たちはきゃっきゃっと騒いでいる。

「では、お時間になられたらまたお呼びいたしますね。それまで少し部屋でお休みください」

　満足げな表情を浮かべ、侍女たちは使わなかったドレスやアクセサリーを抱えて部屋から出て行った。

　慌ただしく、騒がしかった時間が終わり、ようやくロズリーヌは一息つく。座ってぼーっとしようと思ったがその前に。誰もいなくなった部屋でひとり、鏡の前に立ってみた。

（似合ってる、かな。侍女たちが褒めてくれたから、大丈夫よね）

　ロズリーヌはくるくる回ったりして、ドレスがおかしくないかを確認する。

　というのも、今回は自分にしては珍しい、淡い色のドレスを選んでみた。水色のドレスに、胸元から腰にかけて白の刺繍が施してある。色味は可愛らしいが、シンプルで大人っぽいデザインが気に入って即決したものだ。

　だが、これまでずっと赤や紫など、濃い色のドレスばかりを着ていたため、似合っているか少々不安だった。侍女たちの反応を見て安心はしたものの、自分ではまだ見慣れない。

　そうやってひとり鏡の前でファッションショーまがいなことをしているうちに時間となり、ロズリーヌは侍女に呼ばれて部屋を出た。

　パーティー会場となるのは、国こそ違うがいつかの夜会と同じ王宮の大広間だ。

　既に自国や近隣国の上流階級の人々が集まっているようで、ざわめきが廊下にまで聞こえてくる。

「ロズリーヌ」

　大広間へ続く廊下の前で、リオネルがロズリーヌを待ち構えていた。

　リオネルもこの日のために衣装を新調したのか、見たことのない格好をしていた。偶然にもリオネルの衣装も青系でまとめられており、ふたり並ぶとまるで衣装合わせをしたかのようにしっくりとくる。

（う……今日のリオネル様、いつにも増して眩しいわね……）

　こんなオーラをビシビシと放っておいて、在学中はそのオーラをかき消していたなんて、今となっては尊敬してしまう。

「君がそういった色のドレスを着ているのはめずらしいな。学園の催しでも、目立つようなものが多かったから」

　リオネルはロズリーヌのドレスを見て、意外そうに目を丸くした。

（やっぱり変だったかしら……）

　これから大勢の人の前に出るというのに、リオネルの反応を見て、色を変えておけばよかったと後悔しかけた――が。

「そういったのもとても似合ってる。君は誰よりも美しいよ。ロズリーヌ」

「……リオネル様」

　そんな心配は無用というように、リオネルはロズリーヌを褒め称えた。こんなふうにストレートに褒められることに、ロズリーヌはまだ慣れていない。照れて赤く染まっていく頬は、朱色のチークが隠してくれた。

「さあ、行こうか」

　差し伸べられた手を取ると、ロズリーヌはリオネルにエスコートされながら歩き出した。

（あ……この感じ。なんだかあのときのやり直しみたい）

　あのときというのは、学園卒業後の夜会のことだろう。

　本来であれば、ロズリーヌはこんなふうに、アランにエスコートされるはずだった。しかし、アランが手を差し伸べたのは……自分ではなく、ジャネットだった。

　リオネルに手を引かれながら、ロズリーヌは当時のことを思い出す。

（――もう誰からも、エスコートされない人生だと思っていたけれど……不思議なものね）

　リオネルに触れている部分だけが、妙に熱を帯びているように感じるのは気のせいだろうか。

　そういえばこの一週間、リオネルと触れ合うことは一度もなかった。

　出会ってすぐにあんなことをしたのに、ぱったりと手を出してこなくなったのだ。

　外でそういった空気になった日の夜も、リオネルが訪ねてくることはなく、緊張して損をしたと、枕に突っ伏したまま寝た。決して期待をしていたわけではない。そう、断固として。

　それからも普通に会話をすることはあっても、変な空気になることはなく、やっとリオネルの性欲が落ち着いてくれたのかと、ロズリーヌは安堵した。あのまま襲われれば、自分の身体がどうにかなってしまいそうで、怖かったのもある。

（今日もパーティーで忙しいし、なにもないわよね）

　それが喜ばしいことなのか、残念なことなのか。ロズリーヌは前者だと自分に言い聞かし、近づく扉を前にくっと顎を上げた。

　大広間に一歩足を踏み入れれば、全員の視線が一斉にふたりへと向く。そして、次の瞬間大きな歓声が沸き上がった。

「リオネル様よ！」

　特にリオネルの人気は想像以上にすごいもので、ほとんどの令嬢たちが、惚れ惚れとした表情でリオネルのことを見つめている。この中のどれくらいの令嬢がリオネルの婚約者の座を狙っていたことだろう。考えると、ロズリーヌは胃が痛くなった。

（そういえば、例のふたりはもう到着しているのかしら）

　ロズリーヌはさっと大広間中を見渡してみる。だが、見慣れた顔は見つからない。欠席したのか、遅れているのか。とにかく、会わないでいいなら会いたくはない。

　その後は人前で簡単な挨拶と、リオネルが特に親交深い貴族や王族への挨拶回りにロズリーヌも同行した。

　隣で相槌を打ち、にこやかに笑っておけば、とりあえず波風は立たない。ロズリーヌはうまく立ち回り、なんとか時間をやり過ごす。

「次で最後だな」

　リオネルの言葉にようやく終わりが見えて、ロズリーヌはほっとする。

（最後の一組が無事終わったら、軽く食事をして休憩室で休ませてもらおうっと）

　準備に追われていたため、朝食を摂ってからまともな食事の時間を設けていなかった。

　リオネルと歩きながら、ロズリーヌが並べられている料理を品定めしていると――。

「久しぶりだな……ロズリーヌ」

　聞き慣れた声が聞こえて、ロズリーヌは美味しそうな苺のミルフィーユから、視線を声がした方へと移す。そこにはスイーツのような甘い思い出などひとつもない、元婚約者アランの姿があった。当然隣には……ジャネットもいる。

（リオネル様の言っていた通りね）

　参加するならば、現婚約者のジャネットも連れてくるはずと、リオネルは当初から予想していた。

　会場入りしたときにはいなかったのに、こうやってここにいるということは、遅れてパーティーに到着したのだろう。

「まさか本当に、アースベルにいるとはな……」

　アランはリオネルの婚約者としてこの場にいるロズリーヌを見下すと、眉間に皺を寄せた。

「ラグニカ王国アラン第二王子、ご無沙汰しております。本日はお越しいただき、ありがとうございます」

　アランがロズリーヌを睨んでいる様子を見て、リオネルが助け船を出す。なぜかいつもより、わざとらしく丁寧な口調だ。

　声をかけられてアランは我に返り、リオネルの前でロズリーヌに無礼な態度を取ってしまったことに焦ったのか、慌てて表情を作り直している。

「こちらこそ、お招きいただきありがとうございます。えっと……僕の記憶では、お初にお目にかかると思うのですが。失礼ですが、どこかで一度？」

「ははは。やはりそうきましたか。覚えていないならいいんです」

　アランは気まずそうに、もう一度リオネルに謝った。

（一度ならず、何度も会っているって知ったら……）

　かつての婚約者とジャネットは、どんな顔をするのだろうか。リオネルはどのタイミングでネタばらしをするつもりなのか、ロズリーヌには見当もつかない。

「ところで彼女は？」

　リオネルがアランの後ろに隠れるようにして、もじもじしているジャネットについて尋ねる。

「ああ、彼女は僕の婚約者です。ほら、リオネル殿下に挨拶を」

「初めまして。ソルボン伯爵家のジャネットと申します」

　ジャネットはおずおずと前に出ると、可愛らしい声でリオネルに挨拶をした。そのとき一瞬だけ、ジャネットの視線がロズリーヌへ移る。その眼差しはあきらかに、ロズリーヌへの敵意を剥き出しにしていた。

（なに、今の……）

　ジャネットが、あんな目で睨んでくるなんて。

　アランをまた奪い返されることを警戒しているのか。だとしたら、絶対にありえないと教えてあげたいくらいだ。

（まぁ、私の現状をおもしろいと思うはずないわよね）

　アランもジャネットも、それは一致しているに違いない。

　しかしもう、今のロズリーヌは関係ないのだ。過去を振り返ったところで、それはロズリーヌの本来の意思とは違うもの。むしろふたりがこうして結ばれたのは、ロズリーヌという悪役がいてこそなのだ。

　さすがに感謝をしろとは言わないが、いつまでも恨めしく思うのはやめてほしい。あの夜会で、ロズリーヌはしっかりとシナリオ通り断罪を受けた。……その続きに、まさかこんな展開が待っているとは、当の本人も知らなかったが。

「アラン様、私、やっぱり……」

　ジャネットがアランのジャケットの裾を引っ張る。どうやら、これ以上この場にいたくないように見える。

「ああ。……申し訳ない。リオネル殿下。実は僕の婚約者は、ロズリーヌからひどい仕打ちを受けた経験があって。一緒にいると、当時のことを思い出して怯えてしまうんです」

　なにを言い出すのかと、ロズリーヌは驚いた。

　これじゃあまるで、アランはリオネルに告げ口をしにやってきたみたいだ。

（最初から、それが狙いだったの？）

　ずっと仮面のように、張り付けた笑顔を保っていたロズリーヌの表情が僅かに曇る。

　ロズリーヌがリオネルの婚約者になったことをよく思わなかったふたりは、この婚約話を破談させにきたのだ。過去の悪事を、リオネルの前でわざと暴くことによって。

　しかし、この作戦には大きな穴があることに、ふたりはまだ気づかない。

「……ロズリーヌ。さすが計算高い女だ。時期的に考えて、僕とリオネル殿下を同時進行していたのだろう？　そのことは、きちんと伝えているのか？」

　アランからすると、婚約破棄してすぐにべつの国の王太子の婚約者になるなんて、ひどい屈辱だった。捨ててやったつもりが、捨てられた気分にさせられたのだ。ジャネットもまた、せっかく嫌いな女から婚約者を奪い取ったのに、もう次の幸せを掴まれては、ひとつもざまぁした気分を得られない。

「……」

　いくら煽り言葉を吐かれようとも、ロズリーヌは敢あえてなにも言い返さなかった。いいや、言い返す必要がなかったというほうが正しいかもしれない。

　それはふたりと違って、ロズリーヌはリオネルの正体を知っているからだ。

「どうやってリオネル殿下のような方を射止めたのか知らないが……。リオネル殿下、殿下のためを思って言わせていただきます。彼女のわがままには、苦労するに違いないと。見た目をいくら綺麗にしても、中身の汚れは簡単に落ちやしない」

　アランは前髪をかき上げて、ロズリーヌを嘲笑うようにそう言った。

（落ちるのよ！　私の汚れは、無理やりつけられたものだったんだからっ！）

　小説ではロズリーヌが間違いなく悪役であったが、現状ではロズリーヌからするとふたりが悪役に見える。わざわざ陥れるために、リオネルの前で嫌味を言うなど、中身が汚れている人間のすることだ。

（……ハッピーエンドを迎えても、その後もハッピーとは限らないのね。だとしたら、私はなんのために悪役令嬢を演じ続けたのかしら）

　小説通り、アランとジャネットを幸せな未来に送り出したというのに。ロズリーヌからすると、自分のような人間に嫌がらせをしにくるふたりが、とても幸せには思えなかった。つらい思いをしたのに、なんだか虚しくなる。

「おいロズリーヌ、聞いているのか――」

「アラン第二王子」

　黙って自分の世界に入り込んでいるロズリーヌにしびれを切らし、アランが声を上げると、それをリオネルが遮った。

「さっきから、俺の婚約者に馴れ馴れしいと思わないか？　勝手に呼び捨てにして、勝手に聞いてもいない過去をぺらぺらと」

　リオネルから笑顔が消え、声色にも怒りが含まれている。

「な、なにを。お前は知らないのか？　この女は、ついこの間まで僕の婚約者だったんだぞ。僕のほうがこいつの本性をよく知っている！」

　リオネルの態度が癇かんに障ったのか、アランも猫かぶりをやめてリオネルに言い返した。アランにとって、リオネルはラグニカより発展した、いわば上の存在といえる国の王太子。通常、こんな無礼を働いていい相手ではない。

　大広間内は楽器隊が演奏を奏で、みんな各々会話に花を咲かせているからか、揉めごとが起きていることには誰も気づいていないようだ。

「そんなこと、ずいぶん前から知っているさ。ただ……彼女の本性とやらには、君は一生気づけないだろうが」

「どういうことだ……！」

「まだ気づかないのか。アラン様。俺だよ、リオン。リオン・ガルシア」

　名前を聞き取りやすいように、わざと一文字ずつを強調するような喋り方でリオネルは言った。

「は？　なに言ってるんだ。リオンとお前になんの関係……が……」

　言い返しながら、アランはようやく、リオネルの厭味いやみったらしい自己紹介の意味がわかってきた。名前を聞くまですっかり忘れていた同級生の顔が、ぼんやりと蘇ってくる。するとどういうわけか、背格好や鼻と口のパーツが、目の前のリオネルと一致している。

　なにより一緒なのは、声だった。在学中、アランはリオネルと何度か話したことがある。といっても、記憶に残らないほどどうでもいい会話だ。だが注意深く思い出すと、そのとき会話した声と、今話しているリオネルの声が同じなのだ。

「う、うそだろ……リオンなのか？」

　アランだけでなく、ジャネットも度肝を抜かれたようで、目を見開いてリオネルを凝視している。

「あの頃はな。今はリオンじゃない。リオネル・カルパンティエだ」

　ご無沙汰の意味を、ようやくアランは知ることとなった。

「ロズリーヌ、お前は知っていたのか。リオンがリオネルだと……！　お前たちふたりは、陰でコソコソ密会を……！」

「勘違いするな。彼女もここへ来て、初めて俺の正体を知った。俺が一方的に惚れていたんだ。それに、こんなに愛らしい婚約者がいながら陰で密会をしていたのはお前だろう。アラン」

　言いたいことをすべてリオネルが代弁してくれて、ロズリーヌはなにもしていないのにすっきりする。

「な、なにを……！　どうかしてるぞ。ロズリーヌなんて、見てくれがいいだけじゃないか！」

　わなわなと身体を震わせて、子供じみた言い返ししかできないアランを嘲あざ笑うと、リオネルはロズリーヌの華奢な肩をぐっと引き寄せた。

「彼女の本当の姿を見抜けなかった君の目は節穴だ。……そう思わないか？　ロズリーヌ」

「え？　いやぁ……？」

　それだけは、同意を求められても困る。

　たしかにロズリーヌは学園での評判は最悪だった。アランの言っていることは、あながち間違ってはいない。逆に言えば、リオネルはロズリーヌの〝本当の姿〟を知っていると言っていることになる。

（リオネル様が言う、本当の姿の私って……？）

　どの自分を指しているのか、本人に聞かねばわからないだろう。ロズリーヌはこのパーティーが終わったら、リオネルにこの件について聞こうと思った。

「それに、彼女はとてもいい声で鳴くぞ。我慢できずに俺を求める姿なんかは、見ているだけでどうにかなりそうになる」

「なっ……！」

　突然夜の事情についてぶっこんで来たリオネルにアランは動揺し、顔がみるみるうちに赤面していく。

「ちょっとリオネル様、アラン様たちの前でなにを言い出すんですか！」

　ロズリーヌもまた、なにを言い出すのかと口をぱくぱくさせている。

「いいじゃないか。学園にいるあいだ、ずっと見せつけられていたんだ。俺が仕返ししたって構わないだろう？」

「ひゃっ！　く、くすぐったいです……っ！　やめてくださいっ」

　この状況を面白がってか、リオネルはアランの前でロズリーヌの耳にキスをした。ロズリーヌはくすぐったさに身をよじらせ、唇が触れたほうの耳を自分の手で押さえる。

（見せつけられたって、べつに学園でいちゃいちゃしていたわけでもないのに！）

　婚約関係にあったため、アランと一緒に行動することは多かったが、それも二年生の一学期くらいまでのことである。

「ロズリーヌは耳より、こっちにしてほしいんだな？」

　からかうように、リオネルはロズリーヌの顎に手を添えて自分のほうへと向かせた。

「違いますっ！　リオネル様、人前ですよ!?」

「そんなのわかってるさ」

「わかってるならやめてください！」

　ロズリーヌは本気で拒否しているが、周りから見ると、ふたりがいちゃいちゃしているようにしか見えない。

　格下に見ていた同級生が、元とはいえ自分の婚約者と親密になっていることに、アランは当然いい気はしないだろう。むしろ、まだ自分に未練があるかもしれないと、つけあがっていた節まであった。

「……馬鹿らしい！　行くぞジャネット！」

「は、はい。アラン様」

　大広間の高い天井を簡単にぶち抜くほど高いプライドを傷つけられて、アランは怒ってふたりの前から離れてしまった。ジャネットは早足でどこかへ行くアランを追いかけていく。

「はあ。リオネル様、よけいな騒ぎを起こさないでください。私、できるだけ彼らとは関わりたくないのですから」

「そうだったか。それはすまない。まぁ俺も満足したし、もうやつらに用はない。またロズリーヌを侮辱するような発言をしたら、話は別だけど」

　まったく悪びれていない様子のリオネルにロズリーヌは呆れるも、庇ってくれたことに関しては、素直に嬉しいと思った。

「あの……リオネル様。ありがとうございます。私のこと、庇ってくれて」

　斜め下を見つめながら、恥ずかしそうにロズリーヌはお礼の言葉を口にした。リオネルは素直なロズリーヌに若干驚いたものの、すぐにふっと小さく笑った。

「さあ、気を取り直して、最後の挨拶に行きましょう」

「挨拶？　今のでラストだ」

　話題と空気を変えるように、ロズリーヌが意気込むと、リオネルがあっけらかんと答える。どうやら最後に挨拶する相手は、アランだったようだ。

「俺はあと少し個人的な挨拶回りがあるから、ロズリーヌはしばらく自由にしててくれ。俺も用事が終われば、すぐに戻ってくる」

「わかりました」

　リオネルはロズリーヌの頭を撫でると、近くで談笑をしていた貴族の輪に入っていった。その姿を見送ってから、ロズリーヌは気になっていた苺のミルフィーユに手を伸ばす。

　甘いものにはリラックス効果があると言われているだけあって、ひとくち食べると心が落ち着いた。

　そうやって自由に過ごしながら、しばらくしてロズリーヌはふとリオネルの姿を探した。

　挨拶は終えたようだが、今度は令嬢たちに囲まれて身動きが取れなくなっているリオネルの姿が見える。

（あしらうのは得意ってアンドレが言ってたけど、今日ほどの人数がいたらむずかしいのかしら）

　誰かひとりが離れれば、その隙間に入るように新しい令嬢がやってくる。

　リオネルが正式に結婚してしまえば、こうやって安易に近づくこともままならなくなるだろう。だからなのか、みんなこれが最後のチャンスというように、リオネルの元へ群がっている。

（すぐ私のところに戻るって言ったくせに……）

　その姿を見ていると、ロズリーヌの胸がざわざわし始めた。リオネルがほかの令嬢に好意を抱かれているところをこれ以上見たくないと、胸のざわつきがロズリーヌに訴えかけているかのように。

（……まさか、ね）

　嫉妬しているわけないと、自分で自分に言い聞かせる。

（そうだわ。こういうときこそ、また甘いものを……）

　こうして本日二度目のミルフィーユに手を伸ばそうとした瞬間、後ろから声をかけられた。

「ロズリーヌ」

　振り向くと、そこにはアランがひとりで立っていた。

「……アラン様。ジャネット嬢は？」

「彼女なら、慣れない酒を飲んですぐ寝てしまった。連れてきた使用人に言って、部屋を借りて面倒を見てもらっている」

　酒が弱いところもジャネットらしいなんて、どうでもいいことをロズリーヌは頭の中で考える。

「アラン様も側にいてあげてはいかがです？　ジャネット嬢は、そちらのほうが嬉しいかと」

「言われなくとも、用事が終わればそうする。……お前に聞きたいことがあるんだ。ロズリーヌ」

「私に？」

　アランはどうやら、ロズリーヌに用があるらしい。ふたりは大広間の端っこで向かい合う。ロズリーヌは不穏な空気の中、身構えて生唾をごくりと飲み込んだ。

「お前、いったいなにがあった」

　ずいぶん抽象的な質問に、ロズリーヌは返答に困る。しかし、アランは至って真面目に質問している様子だ。

「卒業式まで、普段通りだっただろう。それなのに……なぜ急に変わった？　雰囲気がまるで違う。なにかあったとしか思えない。……あいつのせいなのか？　あいつがお前を、そんなふうに？」

　あいつとは、リオネルのことだろう。

　アランのいう〝そんなふう〟がどんなふうなのか、ロズリーヌ自身もピンとこない。だが、雰囲気が変わったことについては自覚している。そもそも、元のロズリーヌは〝こっち〟なのだ。悪役で性悪なロズリーヌは小説上押し付けられた役割で、それが終わったから戻っただけ。

（なんてアラン様に説明したところで、伝わるはずないわよね）

　どう説明するかを悩み口ごもるロズリーヌを見て、アランは勝手にロズリーヌが自分の意見を肯定しているのだと判断した。

「やっぱりそうなんだな。まだ日が浅いというのに、ずいぶん仲がいいようだ。……僕と一緒のときも、そうやって清楚に、大人しくしていたらよかったのに」

　つまり、リオネルによってロズリーヌは変わったと、勝手に思い込んでいるのだ。

「お言葉ですが、アラン様は私がどうあろうと、私のことを愛してなどいなかったはずです。いまさら理想を押し付けられても困ります」

　婚約を交わしてから一度も、アランに愛されていると思ったことはない。少しでも関係を良好にしようと、アランに振り向いてもらうために努力しても、すべてが無駄だった。

「……お前はいつだって、本当にかわいげのない女だな」

　かわいげがない。ロズリーヌが何度も言われてきた言葉だ。

　そもそも、ロズリーヌを取り巻く人間たちは、誰も彼女に可愛らしさを求めなかった。気高く、凛とした女王様のような、強い女であることを求めたのだ。

　結果、ロズリーヌは誰かに甘えることもできず、甘え方を知らぬまま、ここまできてしまった。それが彼女にとってどれほど、寂しさを与えていたかも知らずに。

　だからこそ、悪役令嬢という役目を終えて、ロズリーヌは自由に生きると決めていた。時には弱音を吐いて、甘えることが許される環境に、身を置きたいと。

「こんなところでなにしてるんだ、ロズリーヌ」

　ふわりと、馴染みのある香りがロズリーヌの身体を背後から包み込んだ。心地よい体温に、耳ざわりのいい甘く優しい声。

「……リオネル様」

　振り返らずとも、誰なのかがわかる。

「……ちっ」

　邪魔が入ったというように、アランは嫌な顔をして舌打ちをした。

「俺のいないところで、ほかの男とふたりきりになるのはやめてくれ。アランとなにを話していたんだ？」

「……」

　ロズリーヌは、答える気になれなかった。

　報告するほどたいした話はしていない。それに、こちらだけ一方的にそうやって言われることに不満もあった。

（自分だって、令嬢たちに囲まれて話してたくせに……）

　嫉妬でないと言い聞かせるも、それ以外にこの感情を表す言葉が見つからない。

「……教えてくれないのか？」

　もう一度聞いても答えないロズリーヌを見て、リオネルは「わかった」とひとこと呟く。

　ロズリーヌは問いただすのを諦めてくれたのかと思ったが、それは大きな間違いだった。

「きゃあっ！」

　リオネルはロズリーヌをお姫様抱っこすると、そのままずかずかと大広間の出口のほうへ歩き出す。

「お、おい、どこへ行くんだ！　ロズリーヌ！」

　まだ話は終わっていないと、アランが声を上げる。

（どこへ行くって、聞きたいのはこっちよ！）

　じろじろと突き刺さる視線が痛い。だが、リオネルはそんなものお構いなしにロズリーヌをしっかりと抱えたまま、大広間を出て行った。






　長い廊下をしばらく歩くと、リオネルはロズリーヌを下ろして、ひとつの部屋に連れ込んだ。

　そこは王宮にある客人用の部屋で、今日は具合が悪くなった者や、静かに過ごしたい者のための休憩室として用意されている。

　今は誰もいないが、もしかするとさっきまで、ジャネットがここで休んでいたかもしれない。部屋の奥にあるベッドが少しだけ乱れているのを見て、ロズリーヌはそう思った。

「あの、リオネル様……？　ここでなにを？」

　こんなところへ連れてきて、どうする気なのか。質問に答えなかったことについて叱責されるのだろうか。

「なにをって？　お仕置きに決まってるだろう」

　さも当たり前かのようにそう言うと、リオネルは扉の鍵を閉めて後ろからロズリーヌを抱きしめ、身動きが取れないようにする。そしてそのまま、露になっている白い首筋に軽く歯を立てた。

「あっ」

　痛くはないが、思いもよらぬ刺激に驚いて声を上げる。すると今度は、ちゅうっと音を立てて首筋に吸い付かれた。

「んっ……リオネル様、お仕置きって……」

　ちくりとした痛みを感じ、ロズリーヌは眉をひそめる。

「君がアランと話していた罰だ」

「そ、そんなぁ……あっ」

　リオネルはまた首筋に吸い付くと、ロズリーヌの首筋に赤い花をいくつも咲かせた。敢えて目立つところにつけているのは、独占欲の現れなのか。

（私から話しかけたわけでもないのに、理不尽だわ）

　その理不尽さを訴えたとて、今のリオネルが聞いてくれるとは思えない。

　リオネルはロズリーヌの首や肩にキスを落としながら、あっという間にオフショル型のドレスをするすると腰元まで下ろしていく。

「この形のドレスを選んだのは、以前俺が脱がしやすいと言ったからか？」

「ち、違います。色とデザインが気に入って……あんっ」

　剥き出しになった両胸を後ろから掴まれて、高い声を上げてしまう。

「そうか。最初見たときから、てっきり俺に脱がされたいのかと思っていたよ」

　くすりと笑い、リオネルは尖った胸の先端をきゅっと摘まんだ。

「あっ！」

　大きな声を出してしまい、慌ててロズリーヌは自分の手で口を塞ぐ。こんなところで致しているのがバレたら、周りになんと思われるか。

「触れる前からこんなに尖らせて。しばらく触っていなかったから、ここも寂しがっていたのかもしれない」

　胸の頂を集中して指で責め立てられ、ロズリーヌは必死に声を抑えた。しかし漏れ出る吐息は止められず、ロズリーヌの悩ましげな息遣いと、互いの服が擦れる音が部屋に響く。

「こっちはどうなっているか、確認してみようか」

　リオネルには、ロズリーヌがすっかり興奮していることは目に見えていた。

　今度は片手で下からドレスをまくりあげると、黒いレースの下着に、ガーターストッキングを着用した長い脚がリオネルの目に晒された。それらはロズリーヌの抜群のスタイルを完璧に引き立てており、リオネルの情欲を掻き立てる。

「……ああすごい。今まででいちばん濡れている。お仕置きと言われて、興奮したんだろう？」

「べつに、そういうんじゃっ……！　あっ……ふぅっ……ンッ」

　お仕置きよりも、久しぶりにリオネルに触れられていることへの興奮度のほうが、実際は高いと言えた。

　リオネルはレースの下着の横から指を入れ、愛液を塗り広げるように割れ目をなぞる。たまにその名残で、いちばん敏感な花芽にリオネルの指があたれば、ロズリーヌはびくびくと身体を反応させた。

　僅かに掠めるくらいの弱い刺激でも、いつその刺激が襲ってくるかわからないため、それがよけいに感度を高まらせる。リオネルはわざとそこに指をあてているのか、ロズリーヌの反応を見て楽しんでいるように見える。

「あっ……ああっ……やあぁっ……」

「嫌だと言いながら、自分からいいところに当たるよう腰を動かしているぞ」

　もっと大きな刺激を求めて、ロズリーヌは無意識に、リオネルの指が膨らんだ突起にあたるように腰を揺らしていた。そんな無言の要求に答えるように、リオネルは待ちわびていた花芽をぎゅっと押し潰す。

「んぅぅっ」

　手で押さえていなければ、間違いなくもっと声が出ていた。

　そのままリオネルの指は花びらを開いて、蜜壺のナカをうねうねとかき回す。いいところに当たるとロズリーヌが背中をのけぞらすせいで、わざとそこばかりを執拗に責めていった。

「うっ……んっ……ふぅぅっ……！」

「蜜が太ももまで垂れてる。舐めてあげようか」

「んんーっ！」

　リオネルはガーターストッキングと下着をずり下ろしその場に屈むと、右手はロズリーヌの蜜壺への刺激を止めないまま、舌で後ろから太ももを舐ねぶり始めた。そのまま舌はぐちゅぐちゅと音を立てて指を飲み込む割れ目へ近づいて行く。リオネルの吐息を感じると、ロズリーヌは腰がずくんと疼くのがわかった。

「どうして君は、なにもかもこんなに甘いんだ。もっと俺に味わわせてくれ」

　指を引き抜くと、リオネルは両手の親指でロズリーヌの花びらを押し広げ、艶やかに濡れている蜜壺に誘われるがままに舌を伸ばす。全体を舌全体で回すように舐めたり、ちゅっと音を立てながら吸われたりと、まるで蜜壺に激しくキスをしているみたいだ。

「はぁぁっ……あっ……リオネル、さまっ……だめですぅ……！　だめぇっ……」

　溢れ出る蜜を吸われると、ついにロズリーヌは扉に両手をついて前かがみになった。支えがないと、もはや立てなくなっていた。

「声を抑えないとダメだろう？　誰かが来るかもしれない」

「だって、だってぇ」

「なにをぐずっているんだ。そんなに可愛い声を出して。もっと欲しいなら、そう言えばいくらでもしてあげるよ」

「あぁっ……それだめ……気持ちいいのっ……」

　あまりに気持ちよくて、これ以上されては声が我慢できない。それなのに、リオネルは蜜壺へのキスをやめない。舌を伸ばし突起をつつかれれば、脚がガクガクと震えた。

（もうだめ、なにも考えられなくなる……！　イッちゃう……）

　今が婚約パーティーの最中だとか、そんなことがすべて吹き飛びそうなほど、リオネルの愛撫が気持ちよくてたまらない。

「……おいジャネット、ここにいるのか？」

「っ！」

　しかし、そう思った矢先に、扉の向こうからアランの声がして、ロズリーヌは一気に現実に引き戻された。

「いないのか？」

　鍵の閉められた扉をガチャガチャとされて、ロズリーヌの心臓が跳ね上がる。すぐ向こう側にかつての婚約者がいるのだと思うと、とてつもない羞恥心と背徳感に襲われた。

　ロズリーヌは片手は扉に手をつけて、もう片方の手でもう一度口元を押さえる。こんな壁一枚隔てた先にいられては、少し声を上げれば間違いなく気づかれるからだ。

（お願いアラン様、早く行って……！）

　アランはジャネットとすれ違いになったのだろうか。ともかくこの場にジャネットはいない。返事さえしなければ、アランも諦めて別の場所に行ってくれるはず――。

　そう思ったとき、ロズリーヌのほぐしきった花園に、リオネルの大きく硬い、張りつめた熱い欲望があてがわれた。

（な、なにを……）

　まさか、このタイミングで挿入するつもりなのか。信じられないと思うも、リオネルはその肉剣を花びらに押し付けてくる。

「んンンッ」

　熱い欲で赤くなった花芽ごと摩擦され、ロズリーヌは我慢しきれずに喘ぎ声が漏れてしまった。

「……ん？　誰かいるのか？　ジャネットか？」

　その声にアランが反応し、声をかけてくる。アランに姿は見えていないのに、ロズリーヌは否定するように首を横に振った。

　ぬちぬちと粘膜が擦れる音を立てながら、リオネルは散々ロズリーヌに焦らしを与えていた。だが、それももう満足したのか、水を与えられしっとりとした花びらをかきわけて、待ち望むかのようにひくついている蜜壺に肉剣を押し当てると、息つく暇もなくぐっとナカへ入り込んでいく。

「～～～っ！」

　急な圧迫感と、襞を押し広げる感覚に、ロズリーヌは言葉にならない叫び声をあげた。正直、挿入されただけで、軽く達してしまった。

（アラン様がいるのに、どうしてこんな意地悪をするの……）

　リオネルにだって、アランの声は聞こえているはずだ。

　太く大きな肉剣を、押し広げるようにして根本まで挿入すると、リオネルはしばらくそのまま動かなかった。

　静かな部屋の扉の向こうで、アランがまだなにか言っているのだけが聞こえる。

「ロズリーヌ……興奮してるんだろう。俺のものを締め付けて離そうとしない。君がこんなに淫乱だったなんてね」

　耳元で意地悪な言葉を囁かれ、甘い吐息を吹きかけられると、ロズリーヌは無意識に下半身をきゅっと締め付けてしまった。その刺激に、リオネルも切なく吐息を漏らす。

（――こんな状況なのに感じてしまうなんて……）

　淫乱と言われても否定はできない。今だって、なにも与えられない刺激に、下腹部が切なさを感じてしまっている。だがここで動かれてしまえば、今度こそアランに気づかれてしまう。

　下半身を動かさない代わりに、リオネルは胸の頂を指の腹でぐねぐねと押し回し、耳の淵を下から上へと丹念に舐め回した。

「ふっ……うぅ」

（お願い、アラン様、早くここから去って……！）

　くぐもった声を漏らし、ロズリーヌは目を瞑って扉の向こうのアランに訴えかける。

　そんな彼女の思いが通じたのか――アランの声はしなくなり、遠のく足音だけが聞こえた。

「……行ったか」

　どこか残念そうに、リオネルは不敵に微笑む。

「お願いリオネル様、早く……っ」

　身体のどこかしらに常に快楽を与えられ、ロズリーヌはもう我慢の限界だった。〝初夜〟のことを思い出し、あれと同じ刺激を求めて、アランがいなくなった瞬間自らおねだりをする始末だ。

「そうだな。動いてほしいなら、アランとなにを話していたのか教えて？」

　後ろから頬にキスを落として、リオネルはまだ望みには応えてやらないという意を示す。

「な、なにをって……ただ、私は変わったと……」

「へぇ、それで？」

「……だけど、いつまでもかわいげがないと……言われてっ。それだけなんです……」

　ロズリーヌが話している最中も、リオネルは赤く熟れた胸の先端の実を弄り続けている。

「そんなことなら、さっき答えてくれてもよかったじゃないか。なぜ、面白くなさそうな顔をしたまま黙っていたんだ」

「あぅっ！　それはぁ……」

　乳頭に爪を立てられ、腰が痺れる。早くそれ以上の刺激が欲しい。

「リオネル様が、挨拶回りが終わっても私を放って、ほかのご令嬢とばかり話していたから……っ。私だけに怒るなんて、ずるいです……！」

「……っ！」

「私、待っていたのに――ああぁっ！」

　リオネルは一旦腰をひくと、ロズリーヌの大好きな最奥をめがけて思い切り腰を打ち付けた。そしてそのまま、後ろから何度もロズリーヌの蜜壺を犯していく。

「ロズリーヌ、君は可愛いよ……」

「やぁっ、あっ……あぁっ」

「アランの言葉など忘れろ。君は可愛い。ものすごく可愛い」

　成長するにつれてかわいげのない女だと言われ続けたロズリーヌにとって、こんなに何度も可愛いと連呼されるのは、初めてのことだった。

「俺と同じように、君も嫉妬していたのだろう？　しかもその自覚はなさそうだ。あぁ。なんて可愛い。俺のロズリーヌ……」

　我慢ならないというように、リオネルはロズリーヌを自分のほうへ向かせると、唇を貪るようにキスをした。

「ふぅっ……んん……んぅ」

　唇の端から唾液が流れ落ちると、リオネルがそれを愛おしげに舐めとった。その濡れた瞳を見て、ロズリーヌの胸がきゅんと高鳴る。彼に愛されていることを、身も心も喜んでいるようだった。

「あぁっ！　リオネルさま、この体勢だと、前より深く入って……あっ、あぁぁん」

　さっきよりも腰の動きを速められ、打ち付けられるたびに衝撃で尻肉が揺れる。

「深く入って、気持ちいいんだろう？　君は後ろから挿れられるのも好きなんだな……！」

「は、はいっ、好きです、いいの、気持ちよくて、頭変になっちゃう……っ」

　もう声を抑えることも忘れて、ロズリーヌは喘ぎまくっている。そんなロズリーヌの口の中にリオネルは自分の指を浅く挿し入れ、指を舐めさせることで声が出ないようにした。

（ああ私、きっと今、とてもいやらしい格好をしているんだわ。後ろから突かれて、指を舐めさせられるなんて――）

　お仕置きと称して、たっぷり甘くいじめ抜かれて、ロズリーヌは何度も蜜襞を貫き上げる剛直を締め付ける。

「くっ……そんなに締め付けるな。ロズリーヌ。……あまりに気持ちよくて、達してしまいそうだ」

　リオネルも余裕がなくなったのか、快感に耐えるよう顔をしかめる。そしてロズリーヌの口から指を抜くと、両手でロズリーヌの腰を掴んだ。

「わ、私もです……あっ、ああんっ！」

　声を塞ぐ指が口の中からなくなり、またもや部屋にロズリーヌの声が響く。奥にベッドがあるというのに、わざわざこんな扉前で行為に耽っているなんておかしな話だが、そんなことを考える余裕はなかった。

「そんなはしたない声を上げて、廊下に丸聞こえだぞ」

「あぁっ……だったら、キスで塞いでください、リオネル様。お願いです。私に口づけをを――んっ」

　ここまでくると、キスをねだることに恥じらいはなかった。

　あまりの気持ちよさに目尻に涙を浮かべ、リオネルのほうを振り向いてキスを欲すれば、望み通り、彼の唇が甘い嬌声を上げる自分の唇を塞いでくれた。

　キスをしながら、下半身はラストスパートをかけてきた。両手でロズリーヌの腰が逃げないようがっちりと固定して、限界まで勃ち上がり膨らんだ肉棒を打ち付ける。

　突き上げるたびにパンッ、パンッと肌肉がぶつかる音が響く。唇を吸いながら、その音すらも、絶頂への興奮を煽っているように思えた。

「はぁっ……ロズリーヌッ」

「リオネル、さまぁ……」

　見つめ合い、互いの名前を呼び合う。

「すまない、もうイキそうだ……あんまりにも、君のが俺を離さないから……」

「私も、私もですっ。リオネル様、一緒に、私、あなたと一緒がいいのです……！」

　その言葉には、共に絶頂を迎えたいという以外の意味も込められていた。

「好きだ。愛してる。君のことが世界一可愛くて、愛おしくて仕方がない……！」

　吐息まじりに、リオネルが耳元で囁いた。

　この時間だけで、何度可愛いと言われたのだろう。何度言われても嬉しくて、蜜穴がきゅんと疼く。ストレートに愛を囁かれるたびに、ロズリーヌもリオネルに対して、愛しさが湧いてくる。

「私も……私も、あなたが好き……！」

　リオンでなく、リオネルを知ってから、あっという間に彼に惹かれ、堕ちてしまった。

「リオネル様は私を捨てないで……ずっと、ずっとそばにいてっ……」

　捨てられることが決まっている人の婚約者で居続けるのは、もうたくさんだ。あんな辛い思い、人生で二度もしたくはない。

　今だけの嘘でもいい。ただ、幸せな未来への可能性があることを、ここで示してほしかった。

「いるに決まってるだろう。君が嫌だと言っても離さない。一生俺がそばにいて、君を愛し続けるんだ」

「嬉しい……好きっ……リオネル様……！　あっ、あぁ！　だめぇ、イッちゃうぅ！」

　脚をピンと伸ばし、なにかが弾けるような感覚に襲われ、ロズリーヌは全身を痙攣けいれんさせた。

「ロズリーヌ、君の中に――あぁ、イクッ」

　達した影響で膣内がうごめき、リオネルはそこへ自分の欲を吐き出した。

　ロズリーヌのそこはまだひくひくと収縮を繰り返し、達して敏感になったリオネルの雄にまとわりつく。

「はぁ……はぁ……」

　行為の余韻はまだ少し続きそうで、ロズリーヌは肩で息をしながら、恍惚とした表情を浮かべる。

　ふたりが繋がっていた場所からは、どちらのものかわからない白濁の液が溢れ出ており、部屋の床を濡らしていた。

「はぁ……愛してるよ。ロズリーヌ」

　リオネルは後ろからロズリーヌを優しく抱き締めると、頬をすり寄せ、愛おしげに目を細めて笑った。






「あなたたち、いい加減にしてください」

　ふたりが客人用の休憩室で致していたことは、二人を探しに来たアンドレにバレバレだった。

「あんなに声を上げて……私がいなければどうなっていたか」

　どうやらアンドレはふたりが致していることに気づき、廊下に人を通さないようにしてくれていたらしい。アランについてはアンドレとすれ違いだったようで、止められなかったみたいだ。

「ご、ごめんなさい」

　アンドレに聞かれてしまったというだけでも、かなり恥ずかしい。

「首元はこちらで隠してください。まったく……」

「えっ？　あっ！」

　ご丁寧にアンドレはストールと手鏡を用意していた。

　思ったより色濃いキスマークを首元に数個つけられている。ロズリーヌは慌ててストールを巻いて、独占欲の証を隠した。

（前につけられてなくてよかった……）

「リオネル王太子殿下、あなたもです。時と場所を考えてください」

「さあ。なんのことやら」

　ここまできても悪びれず、白を切るリオネルを見て、アンドレは肩をすくめてため息をついた。

　その後大広間に戻ったものの、夜も更けてきたということで、婚約パーティーはお開きとなった。しかしまだ飲み足りない社交場好きの大人たちはそのまま王宮に残り、各々好きな時間を過ごしている。

　ロズリーヌはというと、リオネルに呼ばれて二階にあるバルコニーへ足を運んだ。少し生ぬるい風が吹いており、べつの理由でもらったストールが有難い。

「ここ、星がよく見えるんだ。綺麗だろう？」

「！　本当。すごい……」

　バルコニーから見上げる夜空の星は、とても綺麗だった。ひとつひとつが輝きを放ち、国を照らしているような、幻想的な雰囲気に包まれる。

　見た目は大人っぽいのに、少女のように瞳を丸くさせて星空を眺めるロズリーヌを見て、リオネルはくすりと笑った。

「……教えてあげようか」

「え？」

「俺が、君を好きになったワケ」

　そう言われて、ロズリーヌの視線が星からリオネルへと移る。

（ずっと私が気になっていたこと……）

　ここへ来てから――否、手紙が届いたときから。

　なぜアースベルの王太子が自分なんかを婚約者にしたいのか、ずっとわからなかった。

　そして王太子の正体がリオネルだと知ると、もっとわからなくなった。

（悪女時代の私を目の前で見てきて、どうして？）

　今こそ、その真実を教えてもらうときなのだと、ロズリーヌは真剣な顔でリオネルを見つめ返す。

「一年の終わりのころに、偶然見てしまったんだ。……君が泣いているところ」

「……！」

　どくんと心臓が跳ねる。

　ロズリーヌはたまに、自分に課せられた役目に押しつぶされそうになるときがあった。それは周囲を頼れなかった自分の弱さでもあり、頼っても無駄だと言う諦めもあり――とにかく孤独だった。

　そんなときは決まって放課後になると、ひとけのない裏庭に行き、ひとり涙を流した。溜め込んだ弱さを外に流すことで、気持ちがリセットできたからだ。

　リセットしたあとそこから空を見上げれば、また頑張れる気がした。ラグニカにいた頃は特に楽しかった思い出はないが、ラグニカの透き通った無垢な空だけは、ロズリーヌにとって救いだった。

「裏庭に行ったのは偶然だった。その日は疲れていて、人がいなさそうなところを探して……天気もよかったから、そのまま裏庭の芝生で寝てしまったんだ。……そこで初めて、本当の君を見た」

　ひとりで泣いている姿。リオネルが言っていた〝本当の姿〟が、まさかそれとは思わなかった。

「……リオネル様からしたら、普段の私は嘘に見えていたのですか？」

　どうして、泣いているロズリーヌが本物だと、一目見てわかったのか。

「ただ単に、プライドが高すぎて人前で泣くことができなかった。とも考えられるでしょう？」

「そんなのは、人の本質を見抜けないまぬけの考えだ。俺には君の涙が、そんなちっぽけな理由で流したものには見えなかった。それに……こんなこと言ったら怒られるかもしれないが、泣いている君はとても美しくて……人間らしかった」

　学園に入学してからは、小説の〝登場人物〟として動いていたからだろうか。常に悪役を演じて、本当の自分がわからなくなっていた。そのせいで、表情がどこか作り物じみていたのかもしれない。

「そこから俺は、学園で王太子の婚約者という権力をふりかざし、弱い女子生徒に嫌がらせをする悪女と噂のロズリーヌをよく観察するようになったんだ」

（あの大きな眼鏡の下から、ずっと見られていたなんて……）

　ロズリーヌはリオンという小説のモブの存在を気にしたことなどなかったため、まったく気づくことはなかった。当時のロズリーヌは、誰のことも真正面から見られていなかったように思う。

「ひとりで涙を流す君。時折、とても悲しそうな顔を浮かべる君。凛としているのに寂しそうな立ち姿。あんなに毅然としていたロズリーヌの弱さを知ったとき、俺の中に初めての感情が込み上げた。〝俺が彼女を誰よりも甘やかして、愛してあげたい〟って」

　リオネルはロズリーヌがアランにも愛されておらず、取り巻きからも逆に利用され、本当の意味で周囲の人たちに愛されていないことに気づいていたのだろうか。

「俺はそれまで誰かのことを好きだと思ったことがなかったから、愛情を持て余していたんだよ」

　冗談っぽくリオネルが笑うと、つられるようにロズリーヌも小さく笑う。

　納得できるようでできないような、そんな理由だったけれど。この婚約話に陰謀があったわけでもなく、純粋に好きでいてくれたのだと確信できた。それだけで満たされるような気持ちになる。

「……でも、どうやってあのタイミングで手紙を？　私がアラン様と婚約破棄する話は、一度も上がったことはなかったのに」

　ロズリーヌは前世の記憶があったから、婚約破棄という結末を知っていた。ではリオネルは、どうやってその情報を手に入れたのか。アランと婚約中の状態で手紙を送ってしまっていたら、さすがに外交に響くはずだ。とはいっても、ラグニカより土地も力もあるアースベルだったから、そんなことは気にしてなかった……？

「君は気づいていないけど、二年間、アンドレも学園にいたんだ。留学生の俺の付き人としてね。学生をしていたわけではないから、ロズリーヌは気づかなかったと思うけど」

「アンドレが!?」

　そう言われ、アンドレが意味深な発言をしていたのを思い出す。

　初めて王宮で会ったときも、アンドレはこちらを知っているかのような態度だった。

「アンドレにはアランとジャネットと、君の三角関係をいろいろ探らせていたんだよ。それで、あの日に婚約破棄するつもりだっていう情報を手に入れたって話さ」

　なるほどと思う内容だが、アンドレはきっと裏でリオネルに振り回されてたいへんだったのだろうと思うと、少し同情した。

「……それじゃあ夜会の日、出口の近くにいたのも、ハンカチを渡してくれたのも、全部？」

「ああ。計画の範囲内。その足ですぐアースベルに帰って、君を迎え入れる準備をした。国外追放されてしまった君や君の家族は、俺の提案に絶対乗ると確信を得ていたしな」

　なんだかまんまとリオネルの思い通りの展開になった気がして悔しい。小説が終わる間際、リオネルが虎視眈々と続きのシナリオを考えていた、ということか。そしてロズリーヌはまた、そのシナリオ通りに動いていた。

（私って、シナリオに動かされてばっかり。でも、今回のは……バッドエンドがないだけ、前よりずっといいのかも）

　彼の描いたシナリオはそう悪くなかったと、ロズリーヌはアースベルの夜空を見上げて思った。ラグニカに匹敵するほど、綺麗な星空だ。

「ふふっ」

「？　どうしたんだ」

「いいえ。なんかおもしろくって。私、とっくの昔にあなたに弱いところを見られていたのね。こんなことなら、強がるのをもっと早くにやめたらよかったって」

　ここへ来てからも、リオネルに裏があるのではと警戒し、素直になれなかった。

「……やめていたじゃないか。夜に身体を重ね合ったときの君は、えらく素直だったよ」

「そ、それは……！」

　行為の最中になると、人が変わったようになってしまう。リオネルの下でぐずぐずになっている自分を思い出して、かぁっと顔が熱くなった。

「でも、その通り。もう自分を作る必要なんかない。俺がありのままの君を、生涯かけてどろどろに溶けるくらい甘やかして、愛してあげるからさ」

「……リオネル様……んっ」

　段々とリオネルの顔が近づいてきて、肩に手を置かれた瞬間、ロズリーヌは目を閉じた。甘い口づけが降ってきて、ロズリーヌはリオネルの腕をきゅっと掴んだ。

　あんなに激しいキスを何度もしているのに、こうして会話の途中に何気なくされるキスのほうがなぜか照れくさい。

「なぁロズリーヌ。君の涙はとても綺麗だけど、その涙は、俺以外の前で見せないでほしいって言ったら怒る？」

　唇を離すと、リオネルがロズリーヌの頬に手をあてて言う。

「怒らないけど……人前で泣いちゃうことはこれから先あるかもしれないし」

　大真面目に返事をすると、リオネルは「ははっ」と声を出して笑った。

「それはそうだ。だけど、俺はこの先君を悲しませるようなことはしないから、流すとしてもうれし涙とか、そういった類の涙になるな」

「……なぜリオネル様は、私の涙をほかの方に見せたくないのですか？」

「それは……俺しか知らないはずの君の姿が、ほかの人の目に触れてほしくないっていう自己中心的な独占欲……かな」

　自分で理由が自己中心的というのは、認めているらしい。だけども、独占欲を抱かれることをロズリーヌはちっとも不愉快に感じなかった。なんならリオネルに愛されていると、嬉しく思ってしまうくらい。

「リオネル様はいつも言葉が直球すぎて、私が恥ずかしくなります……」

「でも、こういうの嫌いじゃないだろう？」

　全部お見通しというように、リオネルがくすりと笑うと、ロズリーヌは悔しそうにこくりと頷いた。

　そのままふたりは見つめ合い、互いに求めるように顔を寄せあった。

　月明かりに照らされたふたりの影が重なるのを、アースベルの夜空だけが見守っていた。

















６　一生かけても












　悪役令嬢、ロズリーヌ・ベルジュがバッドエンドを迎えて一年後。

　彼女が二十歳の誕生日を迎えてすぐ、リオネルとロズリーヌの正式な結婚が決まった。

　この一年の間に、ロズリーヌはアースベル王国のことをたくさん学んだ。王都や村へ行って民衆たちと触れ合い、歴史や文化の本もたくさん読んだ。

　いつか王妃となるロズリーヌには王妃教育も必須だったが、アランの婚約者時代にそれなりにマナーや王族のたしなみの指導を受けていたこともあり、そこまで苦戦することはなかった。むしろ、指導係にいつも褒められ、国王や現王妃もそれを優しく見守ってくれていた。王家やそれを取り巻く人たちにロズリーヌは早くから認められたため、結婚もすんなりと許されたのだ。






　一か月後に開かれる結婚式を前に、ロズリーヌは当日着るドレスを選ぶべくいくつも試着していた。

　ふたりが主役のパーティーは、実に婚約発表以来である。

「ロズリーヌ様、このドレスはいかがでしょうか？　とってもお似合いになるかと！」

　婚約パーティーのときにドレスを着させてくれた侍女が、今回のドレス選びも一緒に手伝ってくれている。相変わらず侍女は楽しそうで、なにを着ても褒めてくれた。

　そのため正直いうとあまり意見は参考にならないのだが、おかげでドレス選びの時間が楽しいものになっているのもたしかだった。

「うーん……可愛いのだけど、そのデザインはちょっと」

「どうしてですか!?　ロズリーヌ様の綺麗で滑らかな肌、見せないともったいないです！　それに去年はこの形を気に入っておられたではありませんか！」

　侍女が薦めてきたのは、オフショル型の肩が出る白いドレスだった。上品で綺麗な形をしていて、ロズリーヌ好みと思い取り寄せてくれたのだろう。

（リオネル様が脱がしやすそうと思うドレスは、さすがに却下しないとダメだわ）

　まさか侍女も、そんな理由で意見を聞き入れてもらえないとは思っていないだろう。だが、婚約パーティーでの出来事を思い出すと、ロズリーヌにとってそれは譲れないポイントとなっていた。

　一年間一緒に過ごしたからこそわかる。彼の性格上、結婚式だからといって手を出してこない、なんてことはありえないのである。

「べつのものをいくつか試してもいい？」

「……かしこまりました。まだお部屋に運べていないドレスもあるので、取りに行ってまいります！」

「ええ、お願い」

　侍女は一押しのドレスを試してもらえないことに、残念そうな表情を浮かべていたが、ロズリーヌの頼みを聞いて一度部屋から出て行った。

　申し訳なさを感じながら、ロズリーヌは現在着ているドレスを脱ぐ。ちょうどコルセットと下着だけを身に着けた状態のときに、扉がノックされた。

「はーい。どうぞ」

　侍女が戻って来たのだと思い、ロズリーヌは確認もせずに返事をする。

「ロズリーヌ、様子を見に来たよ。いいドレスはあった――」

　部屋に入って来たのは、侍女ではなくリオネルだった。絶賛着替え中のロズリーヌを見て、リオネルは扉の取っ手に手をかけたまま立ち止まり、言いかけた言葉を中断する。

「きゃあっ！　リ、リオネル様!?」

　執務があると聞いていたため、まさかリオネルが来るとは思っておらず、ロズリーヌは脱いだばかりのドレスを使って身体を隠す。

「……用事が済んだから、君のドレス選びを見学しようと思ったんだけど」

「そ、そうだったのですね。ごめんなさい。まさかリオネル様が訪ねてくるとは思わなくて……着替えるまで、外でお待ちいただけますか？」

「……」

　ロズリーヌはリオネルに一度退室するよう促した。しかし、リオネルは部屋に入って無言で扉を閉める。頼んだことと真逆の行動を取られて、ロズリーヌの脳内に危険信号が鳴り響いた。

「そんな姿で誘われて、君を置いて部屋を出られるわけないじゃないか」

（誘ってないのに！）

　着替え姿を見られてしまった時点で、ロズリーヌはこうなる運命だったのかもしれない。

「もしかして、ロズリーヌも俺に襲われたかった？　昨夜もあれだけ愛し合ったのに、欲張りなんだな」

　そんなことは一言も言っていない。リオネルは口を挟む隙も与えずに勝手に自分の都合がいいように話を続けると、ロズリーヌが持っているドレスを掴んで近くのソファにばさりと放った。

（こ、高級ドレスなのに……！）

　リオネルはロズリーヌの身体を軽々と持ち上げ、お姫様抱っこをすると、そのままソファに下ろす。

　自分の身よりドレスの心配が先行したロズリーヌだったが、すぐにそんなことは気にしていられなくなった。

「あっ……」

　リオネルはロズリーヌの脚を両手で開かせると、内腿に舌を這わせた。ストッキングの上からなぞられ、初めての感覚に震える。そのまま肌が露出した部分に到達すると、今度は下着の上から大事なところに舌を押し付けられる。

「はッ……あっ……変な感じが、しますッ」

「気持ちいい？」

「はい……でも、もっと直接……」

「直接どうしてほしいんだ？」

「うぅ……んっ……触ってぇ」

「ん……いい子だ」

「ふぅっ…んぅっ」

　最近のリオネルは、ロズリーヌをたっぷり焦らしてお願いさせるのが楽しいのか、わざとこういうことばかり言ってくる。そして涙目でロズリーヌが返事をすると、満足げに微笑んでキスをしてくれるのだ。

「ほら、ロズリーヌのここ、下着の上からでもわかるくらい膨らんでる」

「ひあっ！　ああっ！」

　リオネルがぷくりと存在を主張する花芽を下着越しに舌で突けば、ロズリーヌはひと際高い声を上げた。

「ああっ……そこ……気持ちいいっ……」

　快楽を得るためだけに存在している突起は、下着越しに触れられるだけでもじゅうぶんだった。リオネルがそこを唇で挟むように刺激すると、ロズリーヌの背中が大きくのけぞる。どうやら、これだけで軽く達してしまったようだ。

「こんなに染みを作って、ドレスが汚れたらどうするんだ」

「ご、ごめんなさい……」

　ソファには、さっきリオネルが放った新品のドレスがある。濡れやすいロズリーヌは、いつもリオネルと行為をするたびに、ベッドに大きな染みを作っていた。

　ここでそれをしてしまえば、ドレスに愛液がついてしまうかもしれない。

「……いつもながら、大洪水だな」

「あぁっ！　言わないで……」

　リオネルは身体を起こすと、下着の中に手を入れて、ロズリーヌの濡れ窟に一気に二本の指を挿入した。中のいいところを指でぐりぐりと弄られると、じゅうぶんすぎるほど濡れた蜜壺をさらに潤していく。

「こっちも弄ってあげようか」

　人差し指と中指でぐちゅぐちゅと蜜壺をかき回しながら、親指で花芽を押されると、背中に電流が走るような感覚に陥った。

「やぁっ、あぁんっ、あああっ」

　また大きな波がやってくる。達したばかりのロズリーヌの花園は、普段よりずっと敏感で、イキやすくなっていた。

「リオネルさまっ、きちゃうっ、あぁんっ」

　絶頂が迫っていることに気づき、ロズリーヌはリオネルの腕を掴む。

「いいぞ。イッて。イクときの可愛い君を、俺によく見せて」

　リオネルはさらに指の動きを速め、もう片方の手で思い切りロズリーヌの左脚を持ち上げて大きく開かせた。

「いやぁっ、見ないでっ……ああああっ」

　脚にぐっと力が入ると、強大な快楽の波が襲い掛かり、ロズリーヌの頭が真っ白になった。

　絶頂して呼吸を荒くするロズリーヌの唇にちゅっとキスをすると、リオネルはロズリーヌの髪を優しく撫でる。

「それじゃあ、今日は場所を交代しようか」

　ロズリーヌの呼吸が整ってくると、リオネルはロズリーヌの手を引いて立ち上がらせる。そして自分がソファに座ると、カチャカチャと音を立ててベルトを外した。

　真っ黒なズボンを下ろせば、発情して昂った雄が、ロズリーヌと繋がりたそうにしている。

「俺の上に乗ってごらん。ロズリーヌ。そうすれば、ドレスを汚さないで済むだろう」

　ドレスを避ければいいだけの話だが、そんなことは頭になかった。

「はい。リオネル様……でも、その前に」

「っ！　おい、ロズリーヌ」

　このままやられっぱなしだと、いつもと変わらない。

　そう思い、ロズリーヌはその場に跪ひざまずいて、ソファに座るリオネルの雄に軽く触れた。こんなに逞しいものがいつも自分の中に入っているのだと思うと、ロズリーヌの蜜壺の奥が疼く。

「んっ……ちゅっ……」

　すぐにでも繋がりたいという思いを抑え、ロズリーヌはリオネルの剛直にキスをすると、ぎこちなく舌を使って舐め始めた。

「うっ……ロズ、リーヌ……」

　積極的なロズリーヌに驚きつつも、気持ちいいのかリオネルは眉をひそめて小さく息を吐いた。

（こうしたら、リオネル様も気持ちよくなってくれるかしら……）

　自分からリオネルの雄を責めるなど、この一年でほとんどしたことがない。しかし、まったくないわけでもない。

「んぅっ……ふうっ……んっ」

　今度は先端をくわえて、頭を上下に動かす。大きくて全部は口の中に収まりきらないが、いちばん敏感な部分には舌を這わせて、唇全体を使いリオネルのモノを扱しごいた。

「あぁっ……いつのまに、そんなにうまくなったんだ……っ」

　リオネルから熱い吐息が漏れる。

　こっそり練習をしていたわけでなく、ただ愛する人に気持ちよくなってもらいたいという一心で、ロズリーヌは慣れないフェラチオに励んだ。リオネルははぁはぁと息を荒げて、ロズリーヌの髪をくしゃりと撫でる。

（感じてくれてるみたい。……嬉しい）

　その行為はリオネルの余裕のなさを物語っており、きちんとリオネルを悦ばせられていることに、ロズリーヌは嬉しくなった。

「ロズリーヌ、このままでは達してしまう。……どうせなら、君の中でイキたい」

　思った以上に気持ちよかったのか、リオネルはロズリーヌを止めて、上に乗るよう促した。

　ロズリーヌも我慢の限界だったため、おずおずと立ち上がると、リオネルの上に跨る。

「時間があればあのまま一度達して、次は君の中で――ってしたかったけど、誰か来てしまうかもしれないからな」

「あっ……そういえば、侍女が戻ってくると……」

　リオネルに言われ、ロズリーヌは大事なことを思い出す。

「ああ、彼女にはすれ違いざまに遅れて戻ってくるよう言っておいたよ。ただ……俺も執務が完璧に終わったわけじゃあないからな。アンドレが探しに来るかもしれない」

　いつの間に、とリオネルのちゃっかり具合に驚いた。

「まぁでも、あいつは空気が読めるからな。俺の戻りが遅い時点で、察してくれるだろう。だから――気のすむまで愛し合おうか。ロズリーヌ」

「リオネル様……」

「ほら、おいで」

　優しく招かれ、ロズリーヌはゆっくりと腰を沈めた。

「……あ、ああっ……」

　リオネルの剛直が、ずぶりと肉襞を開いてどんどん奥へと突き進んでくる。

　じんわりと花びらを暴かれる感覚に、ロズリーヌの全身がぞくりと震えた。

「全部入ったね」

「は、い……」

　挿入の快楽に浸るロズリーヌを見て、リオネルは愛おしげに瞳を細めてキスをする。

「自分で動いてみせて」

　ロズリーヌは、俗にいう騎乗位のやり方がよくわからなかった。いつも気づけば組み敷かれ、リオネルに好きなようにされている。それだけで、おかしくなりそうなほど気持ちよかった。だけど今日は、立場が逆らしい。

　うまくできるか自信が持てないまま、ロズリーヌは腰を揺らし始める。中でリオネルの雄が擦れて、一度動かすと止まらない。

「あんっ、あぁっ、はぁんっ」

　次第にスピードが速まり、ロズリーヌは長い髪の毛を振り乱して喘ぎを漏らす。そんな乱れたロズリーヌを見上げて、リオネルの興奮も高まっているようだった。

「そんなに腰を振って、はしたない」

　言いながら、リオネルは目の前で揺れる双丘の頂に強く吸い付いた。

「やぁんっ、あっ、気持ちよくてっ……止まらないんですっ……ああんっ」

「いいよ。はしたない君も、すごくそそられる。ほら、もっと激しく動いて」

「できませんっ、あぁ……っ、リオネルさま、お願いっ……」

　できることなら希望に応えたいが、自分で激しく腰を打ち付けるのは、まだ恥ずかしさがある。それに、ロズリーヌはやはり、リオネルから情熱的に抱かれ愛されたいという願望が強かった。

「お願いですっ……リオネル様から、私のことを愛してくださいっ……」

　自分だとリオネルの先端を奥に当てることに戸惑い、中途半端な挿入で止まってしまう。物足りなくて、ロズリーヌは泣きそうな声で訴えながら、切なげにぐりぐりと腰を回した。その曖昧な刺激が逆に新鮮で、リオネルは「くっ……」と声を上げ顔をしかめる。

「……愛する人にそんなお願いをされたら、全力で応えたくなってしまうじゃないか」

　どんなに意地悪をしても、結局最後は甘やかしてくれる。

　リオネルはロズリーヌの尻肉を両手で持ち上げると、その柔肌の感触を楽しみながら、下から思い切り突き上げた。

「あああっ」

　待ち望んだ最奥への衝撃に、背中をのけぞらせる。

　その後は、自ら望んだ通りになった。

　新品のドレスが汚れたらどうしようなんて、そんなことに意識が向かなくなるくらい激しく愛され、ロズリーヌはリオネルの首に腕を回した。密着したことで、より近くにリオネルを感じられる。ふたりは互いの息遣いを感じながら、至近距離で見つめ合い、幸せを分かち合うように微笑むと、噛みつくようなキスを始めた。

　上から下までどこもかしこも密着して、本当にひとつになった気分になる。
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「好き、好きですっ……愛していますっ……リオネルさま、愛してる……」

　もっと深い繋がりを求めるように、ロズリーヌは一途な愛を囁きながら、また自ら腰を上下させた。

「俺もだ。君を愛してる。君が俺のものだと、俺にもっと感じさせてくれ」

「あぁっ……私は、リオネル様だけのものですっ……」

　愛していると言われて、ロズリーヌは悦びを伝えるように膣内を締め付ける。リオネルは収まりきらない熱をぶつけるように肉棒を突き立て続けた。

「あ、イクっ……いくいく、いっちゃう、あああーっ」

　本日三度目の絶頂は、いちばん大きな波だった。ロズリーヌと同じタイミングでリオネルも吐精すれば、ロズリーヌのお腹にじんわりと温かいものが広がっていく。それすらも愛おしいと感じるなんて……と、ロズリーヌは心の中で苦笑した。

　行為を終えたことを自覚すると、どっと体力の消耗を実感する。ロズリーヌは前のめりにリオネルの胸へ倒れ込むと、リオネルは抱き留めるようにしてソファの背もたれに深くもたれかかった。リオネルが着ているシャツはしっとりと汗ばんでおり、ロズリーヌの身体もまた、繋がり合った激しさで濡れていた。

「こんなに愛しているのに、まだまだ愛し足りない。一生かけても、きっと君を愛する時間は足りないんだろうな」

　そう呟いて、リオネルはロズリーヌを抱く腕にぎゅっと力を込めた。

「ふふ。私、リオネル様の愛からは一生逃げ出せないでしょうね」

　そう言っておきながら、逃げる気など毛頭ないのだが。

「一生どころか、来世まで追いかけるさ」

「……待っています。また、私を見つけてくださいね」

　こうしてまた、前世の記憶を引き継いで生まれ変われたなら。次がどんな世界だったとしても、またリオネルに出会いたい。

（あ……今度は、自分が見つけに行くのもいいかもしれないわね）

　悪役令嬢ロズリーヌはバッドエンドの先に、こうして幸せを手に入れた。

　隠していた涙を見つけてくれた、たったひとりのヒーローの手によって。
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